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巻頭記

信州大学山地水環境教育研究センターが設立されて4年目となる平成16年度(2004

年度)が終わり､その一年間の成果がまとまりました｡

平成16年は天候が不順で､日本列島は10個以上の台風の上陸を許し､雨の多い年だ

ったという記憶があります｡当センターでは､毎年､ ｢チャリティーウオーク｣や｢よ

みがえれ諏訪湖ふれあいまつり｣のイベントで市民と共に諏訪湖畔を歩いていますが､

どちらも雨の中のウオーキングとなりましたoまた､当センターが行っている､信州大

学や他大学の学生､そして長野県の教員を対象とした湖沼環境実習の多くも､雨に降ら

れることになりました｡そのような状況でも､大きなトラブルもなく､様々な活動を予

定通りこなすことができました｡また､センターに在籍して研究を行ってきた学生を無

事に卒業生として送り出すこともできました｡彼らのがんばりで研究成果も着実に積み

重ねられていると考えています｡そのかいあってか､ ｢信州大学山地水環境教育研究セ

ンター｣という名前も､広く認知されるようになってきたように思います｡

しかし､まだ手綱を緩めるわけにはいきません｡この年報をまとめることで一年間の

活動を振り返り､反省すべきところはしながら､さらなる前進をめざします｡今後も引

き続きご支援ご鞭漣をいただけますよう､どうかよろしくお願い申し上げます｡
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組織

陸水生態系部門

湖沼,河川と集水域(市衝地,塵耕地,森林など)の生態系の構造や機能,汚染物質

の挙動について物質循環を軸に解析し,集水域での人間活動と湖沼環境との相互関係を

研究する.それにより,水環境問題を顕在化させ,またその発生メカニズムを解明する.

その成果を基に,実際の湖沼や集水域を利用した学生実習,研究指導等の教育活動を行

なう.

水環境保全部門

陸水生態系部門での研究成果を入れながら悪化した湖沼,河川等の水環境の再生,修

復についての手法の開発研究を進める.また,手法の開発にあたっては,社会科学的ア

プローチも取り入れ,政策提言としても有効性をもちうるような手法作りをめざす.さ

に,それに基づいて環境保全に関する学生実習や研究指導等の教育活動を行い,また環

境政策フォーラムの開催等を通じて積極的に地域に対して発言活動を行なう,

施設および研究設備

山地水環境教育研究センター

･施設

数地面積　995m2

建物　総面積1,540m2　　鉄筋コンクリート5階建て

1階:事務室,研究室,試料調整室,暗室,機械室,浴室

2階:センター長室･応接室,研究室,実験室,食堂,炊事室

3階:学生実習室(30名),実験室,機器分析室,顕微鏡室,電子顕微鏡室

4階:講義室(30名),図書室,標本室,資料室,集会室,教官宿泊室

5階:学生宿泊室5, (30名),学習室,洗濯洗面室,生物培養室

･研究設備

調査船(FRPボート) 3膿,各種調査用具,各種実験機材,顕微鏡類,各種分析機

器,培養機器

木崎湖ステーション

･施設

数地面積100m2　木造平屋建て

･研究設備

調査船(FRPボート2膿,てこぎボート1頗),各種調査用具
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平成16年度のセンター活動概要

平成16年度の山地水環境教育研究センターの主な活動を､以下に時間を追って記す｡

本年度は大学の国立大学法人-の改組で始まった｡これにより､大学内の多くの組織

が変わったが､山地水環境教育研究センターは実質的には大きな変化はなく､専任スタ

ッフは､前年同様､ 4名の専任教員と1名の技術職員であり､それに1名の客員教授､

1名の外国人特別研究員､ 7名の大学院生､そして1名の学部生が加わった｡

4月に､信州大学山地水環境教育研究センター研究報告第3号を発行した｡その中で

は､長野県の市町村における住民の環境意識調査や､県民の寿命と気候の関係､さらに

は当センター附属の木崎湖観測ステーションを利用した研究成果がまとめられている｡

春の恒例となっている第15回チャリティーウオークが開催された｡これは､ JALT(全

国語学教育学会)と市民グループの諏訪まちづくり懇談会が主催し､信州大学山地水環

境教育研究センターが協力しているもので､市民とともに諏訪湖畔を徒歩で半周し､諏

訪湖の水環境保全を考えるというイベントである｡今回はあいにくの雨模様になったが､

それでも70名を超える参加者があった｡みな､傘をさしながら湖畔を2時間ほどかけ

て歩き､道中､センターの教員と学生による諏訪湖の水質と生態系についての解説に耳

を傾けていた｡ウオーキングのゴール地点となっている釜口水門では､セイコーエプソ

ン地球環境推進部の方の講演や､諏訪市四賀小学校児童による諏訪湖浄化の歌を聴いて

楽しんだ｡釜口水門からの帰路､参加者は遊覧船に乗り､船の上から諏訪湖の状況を観

察した｡

山地水環境教育研究センターの一般公開を7月17日(土)に行った｡センターに在籍

する学生が主体となり､アオコ､ミジンコ､魚､水草､底生動物など､諏訪湖を中心と

した湖沼の生物や湖沼生態系の解説､河川･湖沼における有害化学物質汚染について来

訪者にわかりやすく解説した｡また､ 6名の大学院生による研究成果発表会も行った｡

来訪者の多くは家族連れや高校生で､普段見慣れないプランクトンを顕微鏡で観察し､

目に見えない有害化学物質汚染の解説に熱心に耳を傾けていた｡

7月24日(土)に､当センターと長野県諏訪建設事務所との共催で､信州大学山地水

環境教育研究センター第4回公開講演会を開催した｡ここでは､当センターの教員と共

同研究を行っている中国上海市農業科学院の二人の研究者に､浮床植物を利用した大規

模な水質浄化実験の紹介をしていただいたoまた､建設事務所の職員により､計画中の

諏訪湖の水辺整備についての説明がなされた｡ 60名ほどの参加者があり､各講演者に

対し熱心に質問を投げかけていた｡

公開臨湖実習を8月2日(月)～7日(土)に開催した｡これは国立大学法人の大学の学

生を対象とした単位互換性の実習で､理学部附属臨海臨湖実験所長会議が主催している

ものである｡当センターでは､ 6名の参加者に対して､諏訪湖をフィールドとして､湖

沼の水環境･生態系と人間活動との関わりについての実習を行った｡参加者からは充実
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した実習であったとの評価を得た｡

8月28(土)～31日(火)には当センター教員が担当している共通教育課程､主題別ゼ

ミ｢諏訪湖ゼミ｣を山地水環境教育研究センターで行い､諏訪湖畔の再自然化工事の様

子などを観察しながら､湖畔のミチグーションについて学んだ｡

例年､長野県総合教育センターの委託を受け､長野県の教員を対象として行っている

湖沼環境実習を､ 9月2日(木)～3日(金)に行った｡ 12名の参加者を得て､実習生は湖

沼･河川の水質､プランクトン､底生動物､水草なのどの解析や観察を行い､湖沼の水

環境･生態系と人間活動との関わりについて考えた｡

9月5日(日)に､長野県経営者協会､諏訪圏青年会議所､美しい街づくり諏訪県域捕

進会議､信州大学山地水環境教育研究センター､長野県諏訪建設事務所､諏訪県域各市

町村等による､民･学･官の主催による｢よみがえれ諏訪湖･ふれあいまつり　2004｣

を開催した｡これは諏訪湖の浄化の促進をめざし､住民の啓蒙を目的としたイベントで

あるo前年までは土曜日と日曜日の二日をかけて行っていたが､本年度から日曜日一日

に短縮して行った｡山地水環境教育研究センターをはじめ､様々な個人･団体が水質浄

化活動の内容を展示し､またスクリーンを用いた口頭発表会も行った｡さらに､センタ
ーの教員が中心となって､船上での諏訪湖の水質と生態系の勉強会があり､また簡単な

水質調査体験会も開かれたC

平成16年度は､ 7月に続いて11月にも公開講演会を開いた｡秋の講演会は放送大学

長野学習センターとの共同で､ ｢信州大学山地水環境教育研究センター第5回公開講演

会･放送大学長野学習センター平成16年度公開講演会｣銘打ったものとなった｡テー

マを｢水環境保全の新たな展開｣とし､山地水環境教育研究センター長が｢生態系制御

による水質浄化｣という演題で､また放送大学長の丹保氏が｢水環境保全の新たな展開｣

と題した講演を行った｡ 150名を超える多くの聴衆が集まった｡

そして､年度末である平成17年3月､当センターに在籍していた学生のうち､ 1名

の学部生が卒業論文を提出して卒業し､社会人としてセンターを去っていった｡また3

名の大学院博士前期課程2年生が修士論文をまとめ､その後博士後期課程に進学した｡
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Ⅰ,教育活動報告

1.学位授与･研究指導

1-1.修士(理学)

｢ダイオキシン類と多環芳香族炭化水素類の湖沼環境での動態に関する研究｣

池中　良徳　(工学系研究科地球生物圏科学専攻)　学位:修士(理学)

[主査:宮原　裕一､副査:国頭　恭(理学部助教授)､副査:公文　富士夫(理学部教

揺)､副査:朴　虎東(理学部助教授) ]

修士学位論文の要旨

ダイオキシン類(DXNs : PCDDs/DFs､ co-PCBsの総称)や多環芳香族炭化水素類(PAHs)

はその毒性の強さ､環境中での残留性の面から､その生態影響が懸念されている化学物

質である｡本研究では長野県の代表的な湖である諏訪湖において､ DXNsやpAHsの底質

中濃度の鉛直分布､水平分布､生物蓄積量を調査することにより､その発生源や流入負

荷量の歴史的変遷､流入源､生物-の蓄積特性などを解析し､湖沼環境におけるこれら

化学物質の環境動態の解明を試みた｡

DXNsとPAHsの発生源や流入負荷量の歴史的変遷を諏訪湖堆積物柱状試料から解析し

たところ､ PCDDs/DFs､ co-PCBs､ PAHsの主な発生源はそれぞれ､水田用除草剤である

PCP､ PCB製品､化石燃料の燃焼と考えられ､その流入負荷量は洪水時に増大すること

が明らかとなった｡次にこれら化学物質の水平分布を調査した結果､ PCDDs/DFsは主に

諏訪湖の南側から流入し､汚染された水田土壌が起源であると考えられた｡一方co-pcBs

は主に諏訪湖の北側から流入していると考えられた｡また諏訪湖に生息する生物を調査

したところ､生物中のDXNs濃度の95 %以上をco-pCBsが占めていることが明らかとな

った｡これは､ PCDDs/DFsに比べco-PCBsの水溶解度が高いためと考えられた｡

一方､化学物質の環境動態には生物の代謝機能も関与している｡しかし､湖沼微小生

物である動物プランクトンでは､その代謝能や代謝メカニズムはほとんど解明されてい

ないoその寄与や位置づけを評価するため､動物プランクトンであるDapADl'amagnaに

PAHsの1種であるPyreneを曝露し､その代謝能と代謝産物の観察を行った｡その結果､

DapAnl'a magnaはPyreneを高い割合で硫酸抱合化水酸化Pyreneに変換しており､その

代謝にcytochrome P450 (CYP450)や硫酸抱合転移酵素が関与していることが示唆され

た｡

｢DapADlaの形態変化を誘導するαaoboms由来の情報化学物質に関する研究｣
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大塚　良平　(工学系研究科地球生物圏科学専攻)　学位:修士(理学)

[主査:宮原　裕一､副査:朴　虎東(理学部助教j受)､副査:花里　孝幸､副査:福島

和夫(理学部助教授) ]

修士学位論文の要旨

淡水産ミジンコ類Daphnla pulexの形態変化を誘導する､淡水性双麹目昆虫の幼虫

αaoboms flavlcaDSの出す情報化学物質の構造決定を目標に､その活性物質の精製､

生物活性に関する研究を行った｡

この情報化学物質によるD. pulexの形態変化は､捕食者であるC. flavl'caDSからそ

の身を守るためのものと考えられている｡また､ ParejkoandDodson (1990) ､ Tollrian

and Elert (1994)は､ C. flavl'caDSの放出する情報化学物質について､大まかな化学

的特徴を生物試験から推定した｡さらに､大井(1995)もその化学構造の決定を試みたが､

いずれも化学構造の決定には未だ至っていない｡

本研究では､ C. flavl'caDSの幼虫のメタノール抽出物を液性分画およびクロマトグ

ラフィーで精製し､その情報化学物質の構造決定を試みたが､化学構造の決定には至ら

なかった｡しかし､この抽出物を順相中圧液体クロマトグラフで分画した際､初めて3

つの活性画分が存在することを明らかにした｡これら活性画分は互いに強い協力作用が

あることから､ 3つの活性画分を情報化学物質として､実際にフサカ幼虫が放出してい

ると考えられた｡さらに､この3つの画分のうち最も極性の高い画分を高速液体クロマ

トグラフで分画し､活性画分を得た(最終精製物)｡この画分中の活性物質と思われる

化合物は､質量分析によって分子量342のカルポキシル基とヒドロキシル基を含む酸性

物質と推定された｡また､他の2つの活性画分も､その精製過程からいずれも酸性物質

と考えられた｡

一方､ C. flavl'cansの幼虫の放出する情報化学物質によって3種の淡水産ミジンコ

類､ D. amblgua､ D. pulex､ B, galeataの形態変化が誘導されることはすでに知られ

ている｡本研究で用いたフサカ幼虫メタノール抽出物によっても､これらの3種いずれ

もが形態変化することが確認された.また､上記最終精製物単独で､B. amblgua､D. pulex

の形態変化は誘導されたが､同じ濃度範囲でD. galeataの形態変化は誘導されなかっ

た0本研究で取り扱ったクローンでは､ D. galeataはB. ambl'guaやB. pulexとは異

なる物質を感受しているか､この化合物に対する感受性が低いと考えられた｡

｢バイオマニピュレーションが行われた白樺湖における水質及び動物プランクトン群

集の長期変動｣

河鎮龍(工学系研究科地球生物圏科学専攻)学位:修士(理学)
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[主査:花里孝幸､副査:戸田任重(理学部教授)､副査:朴虎東(理学部助教授)]

修士学位論文の要旨

長野県白樺湖は富栄養化に伴うアオコの発生が問題となっていた｡その問題解決のた

め､日本の湖としてははじめてバイオマニピュレーション(人為的生態系操作による水

質改善)が行われることになり､ 2000年に魚食魚のニジマスが放流された｡これは､ニ

ジマスによって小型魚類の現存量を下げ､魚の捕食圧を強く受けていた動物プランクト

ン群集を変えてアオコの発生を抑えようというものである｡この研究は長期間の生態系

モニタリングが必要とされ､ニジマスが放流される以前の1997年から調査が行われて

いる｡本研究では2003-2004年の2年間にわたって白樺湖の生態系変動を調査した｡

ちょうどこの間に小型魚類のワカサギが大きく現存量を低下させ､動物プランクトン群

集が大きく変化した｡そこで､魚群集一動物プランクトン群集一植物プランクトン量一

水質の関わりについて詳細に解析した｡その結果､ワカサギが減ったことで捕食圧が低

下し､大型ミジンコのカブトミジンコが増え､このミジンコが植物プランクトンを効率

よく食べて透明度を上げたことが示唆された｡すなわち､食物連鎖の最上位の魚食魚を

増やすことで､その影響が食物連鎖を介して下位の植物プランクトン群集にまで及んで

水質に影響したことになる｡これはトップダウンコントロールで水質を変えたと言える｡

ところが､本研究では､大型ミジンコが増えたときに水中の全リン濃度が低下すること

が兄いだされた｡これはバイオマニピュレーションによって生態系構造が変わったため

に生じた現象であると考えられる｡バイオマニピュレーションは､水中の栄養塩量を低

下させることでも植物プランクトン量を減らす効果(すなわち､ボトムアップコントロ
ール)があることになる｡これにより､水質浄化手法としてのバイオマニピュレーショ

ンの新たな浄化メカニズムが示された｡

1-2.学士(理学)

｢大門沢川のホタル分布について｣

石橋　諭　(理学部物質循環学科)　学位:理学士[指導教員:山本　雅道]

卒業論文の要旨

大門沢川水系は長野県松本市北西部から南方-流れ､奈良井川に合流する長さ約

4-8kmの河川であり､支流として西大門川がある｡以前､二の河川の周囲では人家がま

ばらで､初夏には川のいたるところでホタルがみられたといわれている｡このホタルは､

1960年代以後､河川周辺の宅地化が進んだこと､生活雑排水が川に流れ込むようにな

ったこと､河川1の護岸がコンクリート化されたことで激減したといわれる｡その後､

一帯の下水道が整備され､住民同士が自主的に川の清掃に取り組んだ結果､ 4,5年前か

ら再びホタルが多くみられるようになった｡本研究は､両岸と河床がコンクリート化さ
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れ､ホタルの生息地として適してないと思われる大門沢川水系で､ホタルの生息地域の

特徴を明らかにすることを目的とした｡

成虫調査は6月～7月に寄洲付近で行い､ゲンジボタルと-イケボタルを確認した｡

ゲンジボタルは明滅周期が2秒であり西日本のグループに含まれると考えられ､多く確

認できる所で1日あたり約20匹見られた｡ -イケボタルは､奈良井川との合流点付近

で確認した｡

合流点より上流の大門沢川と西大門沢川で調査を行った､流量は､平水時で大門沢川

は酉大門沢川の3倍であり､増水時では1.3倍であった｡流水の仕事率では､平水時､

大門沢川は西大門沢川の2,3倍､増水時は0.88倍であった｡河床勾配は､大門沢川は

2%､西大門沢川では2-8%であり､西大門沢川の方が急であった｡流路中の堰の数は西

大門沢に多いが､堰高が1m以上のものは大門沢川にのみ見られた｡両河川ともコンク

リート河床の割合が高いが､寄洲と砂磯河床は大門沢川に多かった｡川幅を基準にし､

寄洲の面積を比較すると両河川に違いは見られないが､河床別に見ると､砂塵河床では

大門沢川で､コンクリート河床では西大門沢川で大きいものが見られる傾向がある｡寄

洲土壌の粒度組成は､大門沢川で粒径¢-2.0以上､西大門沢川で'は粒径¢1,5以下の

割合が高かった｡水生生物の密度は､ほとんど同じであった｡ホタルの幼虫は西大門沢

川と合流点より下流域の大門沢川で採取された｡カワニナの殻長は､ 10-15mmのものは

大門沢川に多く､ 15mm以上のものは西大門沢川に多かった｡カワニナの殻(死骸)は､

大門沢川で多く見られた｡

合流点より上流の大門沢川では､ゲシジボタルの成虫と幼虫は見られなかったことか

ら､この地域にはゲンジボタルの生息を妨げる要因があると考えられる｡

成虫の生息環境としては､人工的な照明の影響と周辺の植生には西大門沢川と違いは

なく､成虫の生息地になる寄洲は西大門沢川より多く､飛期を妨げる要因は見られなか

った｡

幼虫の生息地になると考えられる砂磯河床は大門沢川に多く､水深の浅い場所から深

い場所があり多様であった｡西大門沢川の幼虫の採取された浅い砂塵河床地域と同様な

場所が多く見られた｡餌密度はほぼ同じであり､幼虫の生息を妨げる要因は見られなか

った｡平水時の流水の仕事率が大きいことで､平水時の幼虫の活動域を狭くしている可

能性がある｡大門沢川では､ 2003年夏にホタル成虫が確認され､ 2004年には確認でき

なかった｡これは､幼虫の生育期間中に増水や渇水により砂塵堆積状況に変化が起きた

ためであると考えられるo

｢長野県におけるヤマトイワナ(SalvelJ'nusjapoDl'cus)とニッコウイワナ(S,plvlus)

の斑点変異と分布｣
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佐藤　祐樹　(理学部物質循環学科)　学位:理学士[指導教員:山本　雅道]

卒業論文の要旨

中部山岳域にはイワナ属の亜種であるS.japoDl'cus (和名ヤマトイワナ)とS.plvl'us

(和名ニッコウイワナ)が棲息している｡イワナ属の分類に関して､斑点､骨学的形質､

アイソザイム､ -モグロビンの電気泳動などが調べられてきた｡しかし､ヤマトイワナ

とニッコウイワナに関しては､いまだ明確な区別ができていない｡また､イワナ属の斑

点の変異について､遺伝的変異をどの程度反映しているかは明らかになっていない｡そ

こで､長野県周辺の在来集団の斑点を調べ､ヤマトイワナとニッコウイワナの分布と斑

点変異の実態を把握することを主な目的として研究を行った｡

千曲川水系､木剖11水系､天劃11水系､富士川水系､大井川水系､姫川水系､黒部

川水系､海川水系の合計233個体の巌点をサンプルとした｡各水系に棲息するイワナの

斑点の色､斑点の大きさ､背部斑点の分布､体表の輝度､の4項目を測定し､数値化し

た｡

各個体の斑点の色を､ RGB値で示し比較した｡日本海側河川で色が濃く､太平洋側河

川で淡い傾向が示されたが､中間色の個体も多く､ヤマトイワナとニッコウイワナの明

確な区別はできなかった｡斑点の大きさは各水系で変異が大きい｡背部斑点では､全く

ない個体が太平洋側河川でみられ､背鰭から頭にかけて認められる個体が日本海側河川

でみられた｡この分布は､有色鹿点と骨学的形質､うろこの年輪などで分類した川那部･

水野(1989)が述べたニッコウイワナとヤマトイワナの分布と一致していた｡体表の輝度

については､花簡岩地帯では輝度の高い個体､その他の地帯では輝度の低い個体が生息

していることが示された｡

これら4項目からでは､ヤマトイワナとニッコウイワナが今まで分類の根拠の一つで

ある有色斑点では区別することができず､背部斑点の有無で着別できると考えられた｡

ただし､花尚岩地帯では背部斑点が体色と同化するため注意を要する0

千曲川水系にはニッコウイワナが生息すると言われているが､千曲川上流域である女

鳥羽川､薄川､奈良井川には､木曽川､天竜川に棲息すると言われるヤマトイワナがい

ることが推測された｡中部山岳域はフォッサマグナ(糸魚川静岡構造線)地帯にあり､ヤ

マトイワナとニッコウイワナが分化した年代も活発な活動を続けていた｡ヤマトイワナ

とニッコウイワナが分化した年代であろう20-1万年前に､千曲川水系と天竜･木曽川

水系において､松本周辺地域で河川争奪があった可能性が高いと考えられる｡大島の述

べたような日本海側にニッコウイワナ､太平洋側にはヤマトイワナが棲息するという隔

離的分布ではなく､中部山岳域では地史学的視点からヤマトイワナとニッコウイワナの

分布を考えるべきである｡

今後は､イワナの有色斑点が環境要因なのか､遺伝的要因なのかを明らかにするため
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にヤマトイワナとニッコウイワナを同環境中に飼育し､発色実験を行う必要がある｡ま

た､川上村付近の千曲川上流域に､朱紅点のイワナが生息するとの報告がある｡この個

体の背部斑点を確認し､ヤマトイワナであるのかを調査する必要がある｡仮に､ヤマト

イワナであれば､千曲川と天竜川において､河川争奪があった可能性が示唆される｡

｢長野県岡谷･諏訪地域における野生生物の多環芳香族炭化水素類汚典に関する研究｣

賛藤　玲子　(理学部物質循環学科)　学位:理学士[指導教員:宮原　裕一]

卒業論文の要旨

多環芳香族炭化水素類(PAHs)は有機物の燃焼によって生じる､芳香環を2つ以上持

つ炭化水素化合物の総称である｡ PAHsの中には発がん性があるものや､近年の研究に

より内分泌撹乱作用が明らかになりつつあるものが含まれている｡現在､野生生物の

PAHs　の健康影響に関する調査は少なく､その体内曝露量の調査は重要である｡また､

野生生物におけるPAHsの含有量は､生息地域のPAHs汚染の実態を反映した指標となる｡

そこで､本研究では､はじめて岡谷･諏訪地域の野生のホンシュウジカ,ニホンイノシ

シを対象にPAHs汚染の実態について調査を行った｡調査のための試料は､長野県内で

平成16年6月から9月にかけて害獣駆除のため捕獲されたものである｡調査対象とし

た部位は､経気道による汚染影響が強いと予想される肺と､ PAHsや化学物質を高濃度

に蓄積することが報告されている肝臓､脂肪とした｡

総PAHs濃度の濃度範囲は､ホンシュウジカの肝臓で10.9-21.7pg/g-wet (平均

17. 1pg/g-wet)､脂肪で44.6-183.5pg/g-wet (平均106.4pg/g-wet)､肺で5.6-

25.6pg/g-wet (平均16.4pg/g-wet)､ニホンイノシシの肝臓で21.6-25. 1pg/g-wet

(平均23. 4pg/g-wet)､脂肪で34. 4-495. 4pg/g-wet (平均264. 9pg/g-wet)､肺で30. 7

-55. 7pg/g-wet (平均43. 2pg/g-wet)であった｡

ホンシュウジカおよびニホンイノシシの各組織中では､測定した13種のPAHsのうち､

2環･ 3環のNaphthalene､ Acenaphthene､ Fluoreneが全体の約65-98%､ 4環の

Phenanthrene､ Fluorene､ Pyrene､ Chryseneが全体の1-32%を占めていた｡これは環

数の少ないPAHsはガス態で存在するため､その生息地である山林にまで拡散したため

と考えた｡

PAHs濃度肝臓と脂肪のPAHs濃度の範囲や変動係数を比較すると､脂肪がほぼ一定の

濃度であるのに対し,肝臓では変動が大きかった｡これは肝臓内でPAHsの代謝が起こ

っているためではないかと考えた｡ PAHs濃度を湿重量あたりから脂質量あたりに換算

したとき,肺中のPAHs濃度は含んでいる脂質から予想される濃度よりも高く､肺には

体内の脂質由来のPAHsに加え､経気道曝露により取り込んだ大気中のPAHsが存在する

と考えられた｡つまり､肺は大気中のPAHsを肝臓や脂肪よりもより反映している可能
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性が高い｡

2.実習

2-1.公開臨湖実習

8月2日(月)～7日(土)

対象:学部3･4年生

参加者数:6名(男:5名､女: 1名)

実習内容:

諏訪湖(標高759m)調査

･湖沼観測法の実習､および水質(栄養塩等)分析

･動物プランクトン/底生生物の採集と分類/計数

･水草の採集と生物量の測定

･基礎生産力の測定

白駒池(標高2115m)/白樺湖(標高1416m)調査

･環境要因の測定

･プランクトン採集/観察

講義｢動物プランクトンの生態学｣

｢諏訪湖集水域における物質循環｣

2-2.放送大学面接授業｢環境科学実習｣

8月17日(火)～18日(水)

対象:放送大学学生

参加者数:14名(男:11名､女:3名)

実習内容:

諏訪湖及び流入河川調査

･諏訪湖の湖心および水草帯における環境要因の測定

･諏訪湖と流入河川の水質分析

･諏訪湖のプランクトン/底生生物/水草の採集と観察

講義｢諏訪湖の生態系と水質｣

｢ダイオキシンと環境ホルモン｣

2-3.長野県総合教育センター｢環境教育研修｣

9月2日(木)～3日(金)

対象:長野県教員

参加者数:12孝一(男:10名､女: 2名)

Ill-



実習内容:

諏訪湖及び流入河川調査

･諏訪湖の湖心および水草帯における環境要因の測定

･諏訪湖と流入河川の水質分析

･諏訪湖のプランクトン/底生生物/水草の採集と観察

講義｢湖の富栄養化と湖沼生態系｣

｢諏訪湖の有害化学物質汚鞄｣

3.共通教育

花里孝幸･山本雅道

専門基礎科目　河川ゼミナール､諏訪湖ゼミナール､湖沼ゼミナール

4.社会教育活動

4-1.一般公開

7月17日(土)に､毎年恒例となった施設の一般公開を行った｡公開は午前10時に始

まり､午後4時の終了までに約70名の市民が訪れた｡当センターに在籍する学生が中

心となり､様々な種類のミジンコを始め､ヤゴやマツモムシなどの水生昆虫や､湖に棲

む魚やアオコを展示し､やさしく解説した｡見学者は興味深げにのぞき込み､説明担当

の学生に盛んに質問をしていた｡午後1時～3時には､講義室において学生の研究発表

会を開いた｡そこでは､ 6名の大学院生がパワーポイントを使って､有害化学物質化学

汚染の実態に関する研究や､ミジンコに及ぼす有害化学物質の影響など､日頃の研究成

果をわかりやすく来訪者に鋭明した｡

発表会の発表者と演題は以下の通り｡

高橋宏和:ミジンコの毒性物質に対する耐性の変化

地中良徳:湖沼生物が持つ有害汚染物質浄化作用

大塚良平:ミジンコの体が変わる物質について

河　鎮龍:白樺湖の水質と動物プランクトンの変化

坂本正樹:ニセゾウミジンコの形態変化について

森　　浩:フタル酸プチルベンジルの毒性評価
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4-2.公開講演会

7月24日と11月13日に､第4回および第5回公開講演会を開催した｡第4回公開

講演会は､諏訪建設事務所との共催で､ホテル紅やで行われ､約60名の参加者があっ

た｡また､第5回公開講演会は､放送大学長野学習センターとの共催で､駅前市民会館

で行われ､ 150名を超す参加者があった｡講演会の要旨は以下の通り｡

4-2-1.第4回公開講演会

｢浮床植物を活用した水圏生態系の修復｣

宋　祥甫(中国上海市農業科学院環境科学研究所　教授)

講演要旨

浮床植物の定義:浮床植物とは無土水面栽培法による栽培した植物(陸生植物と抽水

植物を含む)のことである｡無土水面栽培法は湖沼､河川などの内陸水域の水面に筏を

浮かべ､その浮力を利用して植物の根は水中､地上部は筏上で生育させる植物無土栽培

法である｡

浮床植物により水圏生態系を修復する原理:近年､開発途上国､先進国を問わず､農

業生産を高める化学肥料の多投や工場や生活排水などの流入により河川､湖沼の富栄養

化が進行し､それらによる水域環境問題は国境を越えた人類共通の解決すべき課題とな

っている｡富栄養化は水域の無機養分の増加によって一次生産(有機物)が増大する現象

である｡一般に閉鎖的な湖沼の場合､そこに生育する水生植物は有機物を生産するが､

これを系外に取り出すことは困難で､絶えず生産と分解が繰り返される｡そのために水

質の悪化と富栄養化を促進させてきた｡その結果､本来の水圏生態系の構造と機能の両

方が不健全になってきた｡これに対して浮床植物による生産された有機物は収穫物とし

て容易に水域系外に搬出できるので､水中から吸収された無機養分を確実に湖沼水から

除去できる｡そのため､水質は著しく椅麗になり､水生植物､植物プランクトン､動物

性プランクトン及び魚などの水生生物に良い生息環境条件を作ることができる｡それと

同時に､浮床植物の生育期間では周辺大気の浄化と微気象の改善など様々な機能を持っ

ている｡それで､富栄養化している水域で浮床植物を作ると､水質浄化､生物の環境条

件が改善されるために水圏生態系を修復することが可能になる｡また､無土水面栽培法

は植物栽培を水域の水深が浅い周辺部の限られた場所だけでなく､中央部や水深が深い

場所の水面でも自由にできるので､水域全体の生態系を改善することができる｡

｢浮床栽培による陸生植物の生産および水質の浄化｣

郷　国燕(中国上海市農業科学院環境科学研究所　助教授)

講演要旨

浮床陸生植物の物質生産:無土水面栽培法では水稲を始めの陸生植物を内陸水域の水

面に栽培することが可能である｡今まで既に供試した湖､ダム湖､河川､運河の湾､溜

-13-



池､養魚池などの水域で栽培し､合計で20haあまり､ 120以上の陸生植物種類および

品種はともに順調な生育ができた｡その中､水稲の場合､浮床水稲は水田水稲に劣らな

い収量を得ることが実証された｡全体的に見れば､浮床水稲の収量は水田水稲より3-

10%程度の増収ができる｡今までの最高籾収量は10. 07t/haに達した｡シュロガヤツリ

とカンナの場合､バイオマスが陸地栽培より　30%以上の増収ができ､それぞれ82,2t

/haと52. 2t/haに達した(根を含む)｡陸地栽培に比べて浮床陸生植物の生育特性で

はいくつかの利点を持っていることが分かった｡それは根群が大きく､分げっ力が強く､

葉と茎が堅挺していることによって病虫害が少なく､倒伏しにくいことなどが明らかに

なった｡

浮床陸生植物による水質の浄化:水面を利用して植物生産をする無土水面栽培法は､

21世紀における人口増加､地球温暖化､砂漠化､社会の発展による農耕地の減少､生

産力低下等が危倶される今日､唯一残された食糧生産の場である自然水域を活用する目

的で中国の研究者から開発された｡中国近年の経済と社会の高速発展に従って､河川の

汚染及び湖沼のアオコ現象などは深刻な環境問題になってきた｡一般的に言えば､この

ような水中の窒素やリンなどの栄養塩類及び有機物が高くなることに従ってきた｡一方､

植物に対しては生長することは窒素やリンなどの栄養塩類が無くてほならないもので

ある｡そこで､浮床陸生植物による水質浄化の可能性と有効性を水稲､麦および花井類

のカンナとシュロヤガツリなどの陸生植物を用いて検討した｡その結果､浮床陸生植物

による河川の汚典及び富栄養化湖沼の水質浄化が可能であることがわかっただけでな

く､高い効果が得られた｡人工池で行った実験結果によると､水深が1.5mで､水中の

TNとTPがそれぞれ1.2-9. 1mg/1と0. ll-1.23 mg/しの範囲及び水面栽培覆面積比

が50%である条件下で､ 90　日余りの処理によって水質を評価する主な項目としての

TN､ TP､ CODM｡､ BOD5､ SS､濁度は､その浄化率がすべて50%以上に達し､水が締麗にな

った｡しかも､浮床陸生植物による水質浄化の範囲が広く､生活汚水､畜産養殖場の汚

水､酒工場の廃水､食品工場の廃水等､ともに水質浄化ができるばかりでなく､その効

果が上述した結果に劣らないほど高いことが明らかになった｡

4-2-2,第5回公開講演会

｢21世紀の水環境を考える一自然と共生する都市･流域圏-｣

丹保　憲仁(放送大学長･北海道大学名誉教授)

講演要旨

20世紀には世界人口が16億から60億人-と増加し､それに伴い世界経済GDPは17

倍､エネルギー消費は11倍､水消費も10倍と激変し､資源の枯渇とともに地球温暖化

や水質汚濁等の環境問題が顕在化し､我々の行動を規制するようになりつつある｡水の
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問題についても､人の食料を生産し､清浄な水を都市に供給することと､洪水から人々

を守るだけでなく､水系の生物を健全に保つことが求められ､そのことがあって始めて

人類も健全に生きていけるという考え方が段々に定まりつつある｡他の生物との共生は､

時には人々に我慢を強制することにもなる｡さらに､人と人との間でも南北問題といわ

れる較差や､上下流問題､グリーンウオーター､塩害などの問題が世界や地域の水シス

テムの中に広汎に現れ難しい問題をはらむ｡文明の構造として21世紀の水問題を考え

たい｡

｢生態系制御による水質浄化｣

花里　孝幸(信州大学山地水環境研究センター･教授)

講演要旨

富栄養化問題を抱える湖の水質浄化がなかなか進まない中､生態系を人為的に換作す

ることで水質浄化を図るバイオマニピュレーションが注目されるようになった｡これは､

湖に生息するプランクトン食魚を減らして大型ミジンコを増やし､汚濁原因となる植物

プランクトンを減らすというものである｡山地水環境教育研究センターの教員が中心と

なり､長野県白樺湖で､日本の湖として初めてのバイオマニピュレーションが行われた｡

その成果を報告する｡

白樺湖は標高1416mにあり､湖面積36ha､最大水深9. 1mの人造湖である｡ 1960年代か

ら富栄養化が進み､ 1980年にはアオコが大量に発生した｡その後､下水処理場が作られ

て水質は改善されたが､ 1992年になって再びアオコが見られるようになり､ 1996年には

大発生するに至った｡そこでこの間題の解決のため､ ｢白樺湖浄化緊急対策協議会｣が

発足し､山地水環境教育研究センターがこの協議会から相談を受け､まず白樺湖の調査

を開始した｡その結果､白樺湖には大型ミジンコが存在せずに小型動物プランクトン種

が優占していること､プランクトン食魚であるワカサギの現存量が高いこと､栄養塩濃

度が他の湖沼に比べて著しく高いわけではないこと､などがわかり､この湖の水質浄化

にはバイオマニピュレーションが適当であると判断した｡その後､フィールド調査を続

けながら､様々な実験を行ってその考えが正しいものと確信し､白樺湖関係者と協議を

してバイオマニピュレーションを実行に移すことにした｡そして､ 2000年､ワカサギな

どのプランクトン食魚を減らすために､すでに白樺湖で漁業権が設定されている魚食魚､

ニジマスを放流した｡また､効率よく植物プランクトンを食べる大型ミジンコのダフニ

ア属で､日本で最も一般的に見られるカブトミジンコの放流も行った0

白樺湖のワカサギは2002年までは投網でよく採れていたが､ 2003年からは全く採れな

くなったo　これとほぼ期を同じくして､ 2002年秋(9-10月)にカブトミジンコが湖に現

れ始め､ 2003年､ 2004年と､その量は次第に増えていった｡そして､それに伴い､湖の

透明度が上昇した｡調査を開始した1997年から2002年までの透明度はおよそ2mであっ

たが､ダフニアが増えた2003年には9月に354cmの透明度を記録し､ 2004年7月には458cm
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と､これまでの新記録を樹立した｡これは､植物プランクトンがダフニアに摂食されて

減少したのが原因である｡白樺湖で行われたバイオマニピュレーションは､ワカサギを

減らし､期待したようなプランクトン群集の変化が起き､そしてやはり期待通りに透明

度が上昇した｡したがって､この試みは一定の成果をあげたということができる｡バイ

オマニピュレーションの結果は､魚がいかに湖の水質に影響を与えているのかを示すこ

とになった｡

4. 3　その他

8月27日に行われた､長野県会議員諏訪湖視察において､県職員､諏訪湖漁協組合

とともに､当センター宮原が諏訪湖水質の解説を行ったC

5.教員の講演

5-1.花里孝幸

諏訪湖ロータリークラブ卓話　2004年4月16日.諏訪市.対象:諏言方湖ロータリーク

ラブ会員.

第37回北信越工業化学教育研究大会講演｢工業高校における環境教育～諏訪湖の浄化

を通じて～｣ 2004年7月27日.対象:北信越工業高校教員

諏訪高校教育研究会講演｢諏訪湖を取り巻く環境の現状と課題｣ 2004年9月28日　諏

訪市.対象:諏訪地域高等学校教員

東海大学第三高等学校サイエンス･パートナーシップ･プログラム講演｢諏訪湖の自然

と住民との関わり｣ 2004年11月10日　茅野市.対象:東海大学第三高等学校生徒

信州大学山地水環境教育研究センター第5回公開講演会講師｢生態系制御による水質浄

化｣ 2004年11月13日　諏訪市.対象:一般

5-2.宮原　裕一

信州環境フェア2004 ･地球環境大会での講演｢人間活動による諏訪湖およびその流入

河川の水質変化｣ 2004年7月18日､長野ビックハット､対象者:一般

コープ長野いんぶりステップアップ講座での講演｢諏訪湖のいま｣ 2004年12月11日､

山地水環境教育研究センター､対象者:コープ長野組合員

第7回放送大学土曜サロンでの講演｢環境ホルモンと諏訪湖一私たちの生活との関わり

を考える-｣ 2004年12月18日､放送大学･長野学習センター､対象者:一般

諏訪湖ロータリークラブでの講演｢環境ホルモンと諏訪湖｣ 2005年1月27日､下諏訪
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町･うらかめや､対象者:諏訪湖ロータリークラブ会員

第3回放送大学土曜サロンでの講演｢諏訪湖の環境ホルモン研究｣ 2005年8月27日､

諏訪市　放送大学･長野学習センター､対象者:一般

6.センター教員の社会における主な活動(各種委員等)

6-1.花里孝幸

長野県環境審議会委員　長野県

長野県環境影響評価技術委員会委員　長野県

河川における生態系と水質の相互的な関係に関する研究会委員(財)河川環境管理

財団

長野県環境審議会野尻湖水質保全計画策定専門委員　長野県

諏訪圏域河川整備計画策定検討委員会委員　長野県

スーパーサイエンスハイスクール講師　長野県諏訪清陵高等学校

生態リスク評価委員会委員(独)国立環境研究所

環境リスク評価委員会委員(独)国立環境研究所

地球環境モニタリング･データベース検討会委員(独)国立環境研究所

生態リスク評価ワーキンググループ委員(独)国立環境研究所

湖沼水質保全対策･総合レビュー検討会委員(覗)国立環境研究所

中央環境審議会専門委員　環境省

水産動植物登録保留基準設定検討会委員　環境省

非常勤講師(環境科学実習)　放送大学学園

長野県総合教育センター環境教育研究講師　長野県

サイエンスパートナーシッププログラム講師　東海大学第三高等学校(茅野市)

6-2,山本　雅道

松本短期大学　介護福祉学科　非常勤講師

長野県林業大学校　非常勤講師

国営中信平二期土地改良事業　専門技術者　委嘱

安曇野排水路工事事業　専門技術者　委嘱
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6-3.柳町　晴美

松本市環境審議会委員

6-4.宮原　裕一

独立行政法人国立環境研究所　客員研究員

放送大学学園　非常勤講師(環境ホルモンと生活､環境科学実習)

放送大学学園　客員助教授(学習相談)

諏訪東京理科大学　非常勤講師(機械システムデザイン工学実験Ⅱ)

長野県総合教育研究センター　環境教育研修講師

7.センター教員の学会における主な活動(各種委員等)

7-1.花里孝幸

日本陸水学会:　和文誰編集委員長/評議委員

日本生態学会:将来計画委員会委員

日本環境毒性学会:学会幹事/編集委員

日本プランクトン学会　評議委員

日本陸水学会甲信越支部会　幹事

7-2.山本　雅道

日本陸水学会甲信越支部会　会計幹事

7-3.宮原　裕一

日本陸水学会甲信越支部会　庶務幹事
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Ⅱ.研究活動報告

1.研究活動

1-1.花里　孝幸

1 ･動物プランクトン群集に及ぼす有害化学物質の影響評価に関わる研究

捕食者は食う一食われる関係を介して動物プランクトン群集組成を変えることによ

って､その群集に及ぼす農薬の影響を変えるものと考えられる｡このことを確かめるた

め､環境条件をコントロールした室内で､バケツの中に捕食者ケンミジンコの多く生息

する動物プランクトン群集とそれが少ない群集をつくり､殺虫剤カルバリルを投与して

群集の変動を追跡した｡低捕食者密度水槽ではカルバリルが競争者のミジンコ個体群を

全滅させ､ワムシ類の増加を許し､ワムシが優占する動物プランクトン群集がつくられ

た｡一方､捕食者の多い水界ではワムシがケンミジンコの捕食により減少し､殺虫剤投

与で見られると期待されたワムシ類の個体群増加は起きなかった｡これにより､動物プ

ランクトン個体群に及ぼす殺虫剤の影響は､動物プランクトンの群集構造によって異な

ることが示された｡

日本の富栄養湖で優占することの多いゾウミジンコとニセゾウミジンコ､及びそこの

動物プランクトン群集構造を決める上で重要な役割を果たしていると考えられている

捕食性ミジンコのノロの殺虫剤耐性はほとんど調べられていなかった｡そこで､それら

のミジンコ種の殺虫剤カルバリルに対する耐性を毒性試験によって調べた｡その結果､

これらのミジンコのEC50値が2-4ppb程度となり､毒性試験の標準生物として使わ

れているオオミジンコのEC50億より低いことがわかった｡このことは､人間影響を強

く受けている富栄養湖の動物プランクトンが､そこを汚染する可能性の高い有害化学物

質の影響を受けやすい存在であることを示唆している｡

ミジンコ個体群の異なったステージ(増殖期､ピーク期､安定期)に親個体から産み

出された仔虫を用いて､殺虫剤カルバリルに対する感受性を調べた｡その結果､異なっ

たステージにある個体群内で生まれた仔虫の感受性が異なることがわかった｡すなわち､

増殖期に生まれた仔虫が最も感受性が高く､安定期に生まれた仔虫の感受性は最も低か

った｡また､ピーク期には仔虫の感受性に大きなばらつきが認められた｡これらの仔虫

の感受性の違いは､仔虫の体長で説明ができた｡増殖時期の仔虫は小型で､安定期には

体の大きな仔虫が生まれていた｡つまり､小型の仔虫は大型の仔虫よりも感受性が高い

ことになる｡個体群は環境の変化に伴い増減を繰り返しているが､それとともに産み出

す仔虫のサイズを変えており､それにより仔虫の殺虫剤耐性が変化していることがわか

った｡
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2.動物プランクトン群集に及ぼす温暖化の影響評価に関する研究

温暖化に伴う水温上昇が動物プランクトン群集に及ぼす影響を評価するために､環境

条件をコントロールした室内で､ 20リットルバケツに動物プランクトン群集を作り､

水温を16℃､ 20℃､ 24℃にコントロールして群集の変動を解析した｡バケツには多く

のワムシ種が出現したが､最も大きな個体群を作る水温はワムシ種の間で異なった｡ワ

ムシや小型ミジンコ個体群に対して強い捕食圧を与えるケンミジンコ､ AcantJ5ocyclops

は､ 24℃で増殖が大きく抑制された｡その結果､水温の上昇はケンミジンコによる捕食

圧を低下させ､比較的高温に強いワムシ種の優占を促すものと考えられた｡

3.ミジンコの形態変化とそれをコントロールする要因に関する研究

動物プランクトンの多くの種は､時間的及び空間的に形態が異なる表現系多形性を持

つ｡その形態の変化は､生息地の様々な環境要因によって決められていると考えられて

いる｡そこで､ゾウミジンコを長野県内の環境の異なる14湖沼から採集し､形態と環

境との相関を調べた｡その結果､捕食者ケンミジンコが多い湖ほどゾウミジンコの吻が

長く､前方に伸長している傾向がみられた｡また､殻刺もケンミジンコの多い湖沼の方

が長い傾向があった｡したがって､ゾウミジンコの形態は､無脊椎捕食者の種やこの捕

食性と密接な関係があると考えられる｡殻刺の長さはそれ以外に､ pH　とも相関が見ら

れた｡この理由は今後の課題として残された｡

ニセゾウミジンコはノロのにおい物質にさらされると､吻をそり返し､殻刺を伸長す

る｡この形態変化がどの成長,段階で誘導されるのかを調べるために､実験室内でニセゾ

ウミジンコを様々な成長.段階でノロのにおい物質にさらして､形態変化を解析した｡そ

の結果､幼体よりも成体時に形態変化が強く誘導されることがわかった｡これは､捕食

者のにおい物質に対して幼体時に反応して形態を変えるダフニアと大きく異なる｡ニセ

ゾウミジンコは小型のミジンコで､成体の時に無脊椎捕食者による捕食の危険にさらさ

れやすいことがその理由と考えられる｡

4.生態系操作による水質浄化方法の開発に関する研究

白樺湖で2000年に開始された生態系操作(バイオマニピュレーション)による水質浄

化の結果を評価するために､ 2004年も白樺湖の水質やプランクトン群集の変動を解析

した｡ 2003年に姿がほとんど見えなくなったワカサギは､ 2004年になっても回復する

兆しは見られなかった｡これはバイオマニピュレーションで放流したニジマスの効果が

出ていると考えられる｡ 2003年に増えた大型ミジンコのカブトミジンコは､ 2004年に

なってさらに個体数を増やし､春から秋まで安定して出現した｡そして､ 7月には透明

度が4.58mという､それまでにない高い値を記録した｡これは､バイオマニピュレーシ

ョンを始める前の透明度､およそ2mの2倍以上の値であり､ 2004年になってバイオマ

ニピュレーションの効果がはっきり見られるようになったといえる｡動物プランクトン
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群集では､カブトミジンコの増加に伴って､小型のゾウミジンコやワムシ種が減った｡

この動物プランクトン群集組成の変化は期待通りのものであった｡

5.動物プランクトン群集に関わる生物間相互作用の解明

富栄養湖で優占する小型の動物プランクトンの主な捕食者は無脊椎捕食者であると

考えられているが､魚も仔稚魚のうちは口が小さいことから､小型の動物プランクトン

を餌としている｡また､遊泳力が貧弱なため､餌生物である動物プランクトンの行動の

違いが捕食効率に影響を与えると考えられる｡そこで､メダカを室内で飼育し､その仔

稚魚による様々な動物プランクトン種に対する捕食速度を測定し､比較した｡メダカ仔

魚の捕食速度は､成長に伴って上昇した｡しかし､その速度は餌生物によって大きく異

なった｡最も良く捕食された動物プランクトン種はネコゼミジンコであり､それとは対

照的に､ヒゲナガケンミジンコとオナガミジンコはあまり食べられなかった｡後者の動

物プランクトンは遊泳速度が比較的速いものであるため､遊泳力の貧弱なメダカ仔魚に

は捕捉できなかったものと考えられる｡仔稚魚は魚の産卵期に大量に生まれるので､そ

の時期には餌生物である動物プランクトン群集に重要な捕食影響を与えるものと考え

られるが､その影響には種特異性のあることがこれによって明らかになった｡

1-2.山本　雅道

1. 1981年～2000年の木崎湖の定期調査の結果についてまとめ､山地水環境教育研究

センター報告3号に掲載した｡

2.木崎湖ステーションの気象観測設備の充実を図り､機器整備を行った0

3.長野県産魚類の分布についてデータベース化を進めている.

4.放棄水田にビオトープを達成する計画に参画し､生物相の調査をはじめた.

5.松本市内の造成地に作られた水路にホタルを残す活動に参加し､市内のホタル

調査を開始した｡

1-3.柳町　晴美

1.全国における平均余命の地域差

都道府県別平均寿命(0歳平均余命)と気候データとの関係について,最近20年間

では平均寿命と有意な相関を持つ気候要素がなく,気候の影響が全国スケールでは見ら

れなくなったことを2003年度までの研究で確認したが, 2004年度には他の年代の平均

余命は平均寿命よりも気候の影響を受けるかについて検討を行った｡

戦前,戦後,最近の3期について都道府県別に気候条件との関連を検討し,平均寿命

とは異なる傾向を確認した｡すなわち,高齢者の平均余命は,平均寿命よりも気候との

相関関係が強い傾向があり, 1980年代初めまで気温･最深積雪と有意な相関関係があ
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った｡また,高齢になるほど有意な相関関係が最近まで持続する傾向があった｡

2.衛星データと観測データによる諏訪湖の水質分布

2002年度から継続して,諏訪湖における水質分布をリモートセンシングデータと水

質観測データを用いて解析している｡これまでの解析結果をThe 30th Congress of the

lntemational Geographical Unionなどで発表した｡

諏訪湖における2次元的水質分布の観測は夏季に4回実施し,統計解析により　2004

年夏季における水質の水平分布の特徴を抽出した｡

3.長野県120市町村における環境管理機能に関する研究

信州大学の学部横断的研究プロジェクトである諏訪･天竜プロジェクトの経済学部チ
ームの研究として, 2002年度に長野県下の市町村に対して実施した, ｢長野県120市町

村の環境行政に関するアンケート｣の集計･分析を2003年度から継続して行ない,分

析結果をまとめた｡研究結果は,合併市町村における環境行政の実情を把握し,今後の

施策のための資料として役立てていただくために,長野県の全市町村に送付した｡

1-4.宮原　裕一

1.ミジンコによる多環芳香族炭化水素類の代謝

ミジンコ(DapAnj'amagna)に多環芳香族炭化水素の1種Pyreneを暴露すると､硫酸

抱合化水酸化Pyreneが生成することが確認された｡この代謝には､水酸化と抱合化反

応が必須と考えられ､ミジンコの持つcytochrome P450 (CYP450)や硫酸抱合転移酵素

が関与していると考えられた｡

2.フサカ･カイロモンの化学構造の決定に関する研究

ミジンコの形態変化を誘導するフサカが産生するカイロモンを同定するため､フサカ

幼虫の大量採取し､カイロモンの抽出･精製を進めた｡フサカ幼虫は国立環境研究所の

実験地において､ネットを用い約9Kg採取し､その一部についてミジンコを用いたバ

イオアッセイでその活性を確認しながら､液性分画､カラムクロマトグラフィーにより

精製を進め､ LC/MS分析によって活性物質の分子量は342であることが推定された0

3.野生動物の体内pAHs含量に関する研究

諏訪湖周辺に生息する野生生物(イノシシ･シカ)の､脂肪､肝臓および肺に含ま

れるPAHs含量を測定した｡ PAHs濃度肝臓と脂肪のPAHs濃度の範囲や変動係数を比較

すると､脂肪がほぼ一定の濃度であるのに対し､肝臓では変動が大きかった｡これは肝

臓内でPAHsの代謝が起こっているためではないかと考えた｡また､ PAHs濃度を湿重量

あたりから脂質量あたりに換算したとき､肺中のPAHs濃度は含んでいる脂質から予想

される濃度よりも高く､肺には体内の脂質由来のPAHsに加え､経気道曝露により取り
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込んだ大気中のPAHsが存在すると考えた｡

4.河川水中の農薬のモニタリング

諏訪地域で使用されている農薬の水生生物-の影響を明らかにするため､河川や湖の

水と合わせて田面水の農薬濃度のモニタリングを行った｡その結果､農業活動に伴い､

その濃度が変動することが明らかになり､ミジンコの毒性値EC50に相当する濃度の殺

虫剤が河川水から検出された｡

1-5.白石　寛明

1.東京湾および流入河川におけるPFOSおよびPFOAの環境挙動

有機フッ素化合物は耐熱､耐薬品性に優れ過酷な条件でも使用可能などの性質を持つ

ため､界面活性剤､乳化剤､撹水剤､消火剤､ワックス､カーペットクリーニング剤､

コーティング剤等､様々な用途に用いられてが､一部の有機フッ素化合物が人や野生生

物体内に蓄積していることが明らかになった｡その典型がPFOA (PERFLUOROOCTANATE)に

代表されるパーフルオロカルボン酸類やPFOS (PERFLUOROOCTANE SULFONATE)に代表さ

れるパーフルオロスルホン酸類である｡これらの物質は炭素-フッ素の強い共有結合を

持つ安定した疎水基とスルホン酸などの親水基を持つため､難分解性でかつ界面活性剤

的な性質を持ち､独特な環境挙動をすると推測されている｡そこで､東京湾をモデル地

域とし､水質･堆積物を対象にPFOSおよびPFOAの分析を行い環境中における分布･挙

動の把握と魚類を対象に分析を行いその蓄積特性に関する情報の収集を行った｡

2004年8月に東京湾内湾の20地点で表層水･底層水･表層堆積物を採取し､また､

2003年2月に同海域でマコガレイ(Pleuronectes yokohamae (marbled sole), n=22)を

採集した｡生物試料の分析には血清を用いた｡水試料中のPFOSおよびPFOAは､ガラス

フィルターでろ過した試料をBondElut C18 (Varian, 1g/6mL)を用いて固相抽出の後､

高速液体クロマトグラフータンデム質量分析計(LC/MS/MS)を用いてESI negativeで

MRM分析を行い､それぞれ同定･定量した｡表層堆積物中のPFOSおよびPFOAは､凍結

乾燥した試料をメタノールによる超音波抽出の後､水試料と同様に固相カートリッジを

用いて抽出しLC/MS/MSで同定･定量した｡生物試料中のPFOSおよびPFOAは､イオン

ペアー試薬(TBA)を用いてMethyl tert-Butyl Ether (MTBE)で溶媒抽出の後､ LC/MS/MS

で同様に同定･定量した｡血清からの回収率は､ PFOS : 106±2%PFOA : 98±4%と良好

な回収率であった｡ LC/MS/MSの検出限界(IDL)はPFOS : 0, 16ng/mL PFOA : 0. 06mg/mL

であり､これを血清中の濃度に換算すると､ Pros : 0.08ng/mL PFOA : 0.03ng/mi.とな

る｡

東京湾内の20地点において採取した海水および表層堆積物を分析し､東京湾全域に

おけるPFOSおよびPFOAの分布を明らかにしたo東京湾におけるPFOSの濃度は4.86-

15. 9ng/L (表層水)､ 0.64-9. 19ng/L (底層水)､ 0.49-3. 62ng/g-dry (表層堆積物)で
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あった｡同様に､ PFOAの濃度は､ 14. 5-59. 8ng/し､ 1. 36-35. 4ng/し､ 0, ll-1. 40ng/g-dry

であった｡すべての血清においてPFOS ･ PFOAが検出されたが､その濃度は､谷保らの

報告における東京湾で採取された他の魚種の測定結果と比べて1/2-1/10程度であっ

た(serum二 blood*2.5として換算)｡また､東京湾の海水中の濃度(底層水)と比べる

と､血清中の濃度はPFOSが3.0×104倍､ PFOAが1.9×103倍となり､ PFOSのほうが

PFOAよりも血清中に蓄積されやすい傾向がうかがえた｡

東京湾における流動と化学物質の挙動を再現するモデルである内湾モデルを用いて

東京湾におけるPFOAの濃度を予測した｡表層では､実測値と計算値との信頼性指数で

ある決定係数R2は0.77であった｡底層の場合では､相関係数R2は0.51であり､東京

湾全体ではPFOAの挙動を再現していると考えられ､化学物質の曝露評価に用いること

ができると考えられる｡ただし､底層で予測性が劣る理由としては､流動による鉛直混

合､生態系の動態､沈降過程および水一底質相互作用などのプロセスのモデル化が十分

でなく､底質を含めた内湾での物質循環を表現することが重要であると考えられた｡シ

ミュレーションにより得られた表層および底層のPFOA濃度分布は､流入負荷が集中し

ている東京都近海域において最も高い濃度が現れ､外洋に向かうに従い低くなっている｡

表層では､溶存態および懸濁態有機炭素中のPFOA濃度の範囲が5-45 ng/Lおよび20-500

〃g/kg程度である｡表層の植物プランクトン中のPFOA濃度の範囲は0. 05-0.40〃g/kg

程度である｡底層では､溶存態pFOA濃度が5-40 ng/しの範囲である｡懸濁態有機炭素

中および植物プランクトン中のPFOA濃度の範囲が5-10 ng/Lおよび240-510〃g/kg程

度である｡各コンパーメントのPFOA濃度の垂直分布は､ほとんど類似しているおり､

東京湾でのPFOAの分布は､主に海流による移流･拡散によって形成されると考えられ

た｡

1-6.湖沼の定期調査

1-6-1.諏訪湖

諏訪湖の定期調査は､ 2004年3月9日から12月13日まで､湖心において隔週で行

われた｡調査項目は､透明度､水温､溶存酸素濃度､ pH､光量子､クロロフィル濃度､

セストン量､各態窒素濃度､各態リン濃度で､その他に､動物プランクトン､底生動物､

植物プランクトンを定量的に採集した｡

1999年(平成11年)に突然アオコが激減してから､透明度が比較的高い状態が続いて

いたが､2004年は8月になってアオコが発生し､ 9月下旬には透明度が50cmを下った｡

このため､ 1999-2003年の間100cmを超えていた夏(7-9月)の平均透明度が､ 2004

年には85cmにまで低下してしまった｡このアオコの発生を引き起こした要因は明らか

ではないが､ 2004年は例年になく雨が多かったことから､集水域からの栄養塩の流入

量の増大が関わっていたのかもしれない｡ただし､春と秋には､ 1999-2003年と同様､
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植物プランクトンでは珪藻類が優占し､高い透明度が達成された｡

1-6-2.木崎湖

2004年度の木崎湖の透明度は､ 4月終わりに最大値7.6mを記録したが､その後夏期

も6m程度と例年より高く推移した｡秋から冬にかけて4mほどに減少し2003年とは逆

の傾向を示した｡

8　7　6　5　　4　3　2　1　0

#

木崎湖透明度の季節変化(2004年) 
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FRONT2004年10月号, 59-61.

花里孝幸(2004).プランクトンの増殖速度:湖沼の水質を考える際のキーワード,

FRONT2004年11月号, 59-61.

花里孝幸(2004).川から湖-､そしてまた川- :水がつなぐ川と湖の相互関係.

FRONT2004年12月号, 59-61.

花里孝幸(2005).利益と代償のバランス:生き物たちの生き方に学ぶ.　FRONT2005

年1月号, 59-61.

花里孝幸(2005).蘇りはじめた諏訪湖に学ぶ:水質浄化対策とその効果. FRONT2005

年2月号, 59-61,

花里孝幸(2005).湖から環境問題を考える:自ら学び､総合的な視点を,　FRONT2005

年3月号, 59-61.

柳町晴美,沼尾史久,茂木信太郎,樋口一滴:長野県市町村における環境行政に関する

研究　-アンケートの調査分析-.信州大学山地水環境教育研究センター研究報告,

第3号, 1-52 (2004).

北島晴美,太田節子:都道府県別平均寿命の分布の変遷と気候の影響.信州大学山地水

環境教育研究センター研究報告,第3号, 53-75 (2004).

柳町晴美･花里孝幸･宮原裕一: 2004年夏季における諏訪湖の水質分布.環境科学年

報一信州大学-, 27:17-30 (2005).

Xiaoqing Pan, Kaoru lnouye, Tomohiro lto, Haruko Nagai, Yoko Takeuchi, Yuichi

Miyabara, Chiharu Tohyama, Keiko Nohara: Evaluation of relative potencies of

PCBl26 and PCB169 for the imnunotoxicities in ovalbumin(OVA)-immunized mice.

Toxl'cology, 204, 51-60 (2004),

Yuichi Miyabara, Noriko Nishimra, Chiharu Tohyama: Determination of dioxins in

human hair: Estimation of extemal and intemal exposure to dioxins.

EDVl'ronmental Health and PTeVentlve Medl'cl'De, 10, 86-93 (2005).

宮原裕一:諏訪湖における水中懸濁物質の変動に関する研究､信州大学環境科学年報､

27, 31-38 (2005)

Noriko Nishimura, Junzo Yonemoto, Yuichi Miyabara, Yoshiaki Fujii-Kuriyama,

Chiharu Tohyama: Altered thyroxin and retinoid metabolic response to
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2, 3, 7, 8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin in aryl hydrocarbon receptor-null mice.

ArcJh'ves of Toxj'cology, 79, 260-267 (2005).

Liqiang Xie, Ping Xie, Longgen Guo, Yuichi Miyabara, Ho-Dong Park: Organ

distribution and bioaccumulation of microcystins in freshwater fish at

different trophic levels from the eutrophic Lake Chaohu, China, Environmental

Toxicology, 20, 293-300 (2005).

Yoshinori lkenaka, Heesoo Eun, Eiki Watanabe, Fujio Kumon, Yuichi Miyabara:

Estimation of sources and inflow of dioxins and polycyclic aromatic hydrocarbons

from the sediment core of Lake Suwa, Japan. EDVl'ronmeDtal PollutloD, 138,

530-538 (2005).

白石寛明: LC/MSの環境分析-の適用､ Chromatography, 25, 67-71 (2004).

笹井春雄･細井要一･小口文子･川又修一･白石不二雄･白石寛明:廃棄物最終処分場

排水における内分泌擾乱化学物質の実態一化学分析とバイオアッセイ-､長野県衛星

公害研究所研究報告､ 26､ 7-15 (2003)

渡連雅之･深滞均･白石不二雄･白石寛明･滝滞竜志､寺尾保:難解処理により古紙か

ら発生するビスフェノールA等の化学物質の分析とエストロゲン活性､環境化学､14､

65-71 (2004).

2-2.学会発表

花里孝幸:生物間相互作用から予測する地球温暖化-の影響,個体群生態学会(京都)

(2004年5月).

Sakamoto, M. , T, lianazato : Morphological responses of Bosml'na against kairomones

from invertebrate predators, and impact of the insecticide carbaryl on them.

The l≦t Korea-Japan Joint Limnological Symposium, 2004, (Pusan, Korea) (2004

年5月).

Ha, J,-Y,, K.-H. Chang, T, Hanazato : Occurrence of DaphDj'a and its impact on

zooplankton community structure and water quality in a biomanipulated lake,

LakeShirakaba, Japan. The l≦t Korea-Japan Joint Limnological Symposium, 2004,

(Pusan, Korea) (2004年5月).

Nagata, T, , K:H, Chang, T, 1ianazato : Impact of invertebrate predators on rotifer

populations in lakes: field observation and experimental analysis,　29th

Congress of International Association of Theoretical and Applied Limnology,

(Lahti, Finland) (2004年8月).

Takahashi, H"　T, Hanazato : Predation may reduce　vu1nerability of Daphnia
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populations to toxic chemicals. 29th congress of International Association of

Theoretical and Applied Limnology, (Lahti, Finland) (2004年8月).

Chang, K:H. , T. Hanazato : Heterogeneous distribution of zooplankton in a shallow

eutrophic lake: species composition and diversity of zooplankton community

associated with habitat structure in littoral area.　29th congress of

International Association of Theoretical and Applied Limnology, (Lahti,

Finland) (2004年8月).

坂本正樹･張光弦･花里孝幸:淡水産小型枝角類が異なる2種の捕食者に対して見せる

形態的応答とその生態学的意義.第51会日本生態学会(釧路) (2004年8月).

張光政･花里孝幸:地球温暖化と動物プランクトン:メソコスム実験を用いた動物プラ

ンクトン群集に及ぼす高温ストレス影響の解析,第51会日本生態学会(釧路) (2004

年8月).

永田貴九･笠井あずさ･花里孝幸:温暖化が動物プランクトン群集に及ぼす影響～メソ

コスムを用いた群集レベルでの評価～.日本陸水学会第69回大会(新潟) (2004年9

月).

花里孝幸･鹿川春香:ミジンコに及ぼす殺虫剤の影響:個体群レベルでの実験的解析,

日本陸水学会第69回大会(新潟) (2004年9月),

張光珪･坂本正樹･花里孝幸:動物プランクトン群集に及ぼす農薬の影響:メソコスム

を用いた生物間相互作用に及ぼす影響評価.日本陸水学会第69回大会(新潟) (2004

年9月).

張光弦･永田貴丸･坂本正樹･花里孝幸:様々な湖沼におけるゾウミジンコ(Bosml'Da

loDglz･ostTl'S)の分布と形態: 2種類のantennule形態(cornuta vs, type)の分布と

環境要因の関わり.日本陸水学会第69回大会(新潟) (2004年9月).

高橋宏和･花里孝幸:ミジンコ個体群の異なるステージで産出された仔虫の殺虫剤耐性

の違い.第10回バイオアッセイ研究会･日本環境毒性学会合同研究発表会(習志野)

(2004年9月).

高橋宏和･花里孝幸:ミジンコの個体群変動に伴う殺虫剤耐性の変化とミジンコが放出

する" info-chemical"の関係. 2004年日本ベントス学会･日本プランクトン学会合

同大会(松山) (2004年9月).

張光弦･高橋宏和･坂本正樹･花里孝幸:環境ストレスに対する動物プランクトン群集

の反応:メソコスムを用いた実験的解析.日本陸水学会甲信越支部会第30回発表会

(小諸) (2004年11月),

永田貴丸･花里孝幸:ワムシの個体群動態に及ぼす無脊椎捕食者の捕食影響:野外調査

及び実験的解析に基づいた総合評価.日本陸水学会甲信越支部会第30回発表会(小

諸) (2004年11月).

高橋宏和･花里孝幸:ミジンコの個体群変動に伴う殺虫剤耐性の変化とミジンコの放出
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するInfo-chemicalsの関係.日本陸水学会甲信越支部会第30回発表会(小諸) (2004

年11月).

坂本正樹･張光政･花里孝幸:捕食性動物プランクトン(Leptodora:ミジンコ目)とそ

の被食者(Bosml'Da :ミジンコ目)の殺虫剤耐性.日本陸水学会甲信越支部会第30回発

表会(′J､諸) (2004年11月).

河鎮龍･花里孝幸:バイオマニピュレーションされた湖における動物プランクトン分布

が及ぼす栄養塩鉛直変化の年変動.日本陸水学会甲信越支部会第30回発表会(小諸)

(2004年11月).

森浩･花里孝幸:メダカ仔稚魚の餌選択性に及ぼす被食者の行動と成長.日本陸水学会

甲信越支部会第30回発表会(小諸) (2004年11月).

Hanazato, T. : Need to evaluate the significance of fish role in the phosphorus

flow in lake ecosystems. 12th lntemational Symposium on River and Lake

Environment, (Wuhan, China) (2004年11月).

Harumi Yanagimachi, K. Iwasaki, T.Hanazato and N.Takagi: Estimation of water

quality using satellite remote sensing data in Lake Suwa, Lake Hamana and Lake

lnohana, Japan. The　30th Congress of the International Geographical Union

(Glasgow, UK) (2004年8月).

北島晴美,太田節子:都道府県別平均寿命と気候との関係.平成16年度気象学会中部

支部研究会要旨集, 27-32 (2004年11月).

Harumi Yanagimachi, T.Hanazato, Y.Miyabara and N.Takagi: Estimation of water

quality using satellite remote sensing data in Lake Suwa, Japan. The 12th

International Symposium on River and Lake Environment (Wuhan, China) (2004

年11月).

柳町晴美･花里孝幸･宮原裕一･高木直樹:衛星リモートセンシングデータによる諏訪

湖の水質分布.日本陸水学会甲信越支部会報,第30号, 50-51. (2004年11月).

北島晴美,太田節子:高齢者の平均余命と気候との関係.日本地理学会発表要旨集

No.67:66. (2005年3月).

地中良徳､渡連栄喜､段照決､宮原裕一:諏訪湖底質柱状試料から見たダイオキシン類､

多環芳香族炭化水素類の発生源に関する研究.第十三回環境化学討論会､講演要旨集

P162､静岡､ (2004年7月)

宮原裕一､牛原阿海:固相抽出を用いたウロピリンの分析方法の開発と応用.第十三回

環境化学討論会､講演要旨集P472､静岡､ (2004年7月)

宮原裕一､角田紗代子:諏訪湖における農薬モニタリングと生物影響評価.日本陸水学

会第69回大会､講演要旨集p85､新潟(2004年9月)

S. Ohtani, K. Okzaki, H. Hoshi, Y. Ishizuka, Y. Kawai, T. Fujita, T. Shimada, Y.

Miyabara,　C.　Tohyama,　K.　Nishimura:　Signs of　2,3,7,8-tetrachloro
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dibenzo-jrdioxin exposure in adult Large Japanese field mice. Fourth SETAC World

congress and 25th Annual Meeting in North血lerica. p259, Oregon, (2004年11

月)

脅藤玲子､池中良徳､宮原裕一:長野県における野生生物中の多環芳香族炭化水素類に

ついて,日本陸水学会甲信越支部会第30回研究発表会､日本陸水学会甲信越支部会

報第30号plO､小諸､ (2004年11月)

地中良徳､宮原裕一:湖沼生物を介した多環芳香族炭化水素類の環境動態の解明.日本

陸水学会甲信越支部会第30回研究発表会､日本陸水学会甲信越支部会報第30号p43､

小諸､ (2004年11月)

生月弓子､高井泰､竹内亨､武谷雄二､今村宏､幕内雅敏､宮原裕一､米元純三､遠山

千春､埴治:ヒト月旦汁中ダイオキシン類の検出と月旦道悪性月重癌との関連.日本内分泌

撹乱化学物質学会､第7回研究発表会要旨集p376､名古屋(2004年12月)

虚京準･引原良枝･金克明･白石寛明:多媒体モデルにおける化学物質の環境動態予測､

日本内分泌撹乱化学物質学会､第7回研究発表会要旨集p226､名古屋(2004年12月)

白石不二雄･EdmindsJ.S. ･奥村為男･滝上英孝･西川淳一･白石寛明･森田昌敏:ヒ

ト甲状腺ホルモン受容体遺伝子導入酵母アッセイ法を用いた水酸化PCB (91物質)の

甲状腺ホルモン活性について､第13回環境化学討論会､講演要旨集p680､静岡､ (2004

年7月)

2-3.報告普

柳町晴美,沼尾史久,茂木信太郎,樋口-清:長野県市町村における環境行政.イノベ

ーション･マネジメント研究, No.1, 86-92 (2004).

宮原裕一(分担)平成14年度環境省請負業務:平成14年度ダイオキシン類の動物実験

に関する調査研究報告書

3.研究費受け入れ

3-1.科学研究費補助金

花里孝幸:日本学術振興会､科学研究費補助金(特別研究員奨励費) (研究代表者､継

続) ｢環境ストレスに対する動物プランクトン群集の反応｣ 1,200千円

柳町晴美:日本学術振興会､科学研究費補助金(基盤研究C (1)) (研究代表者､新規)

｢リモートセンシングデータによる天竜川上･下流域における自然環境の変化解析｣

(課題番号: 15500681) 500千円
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3-2.学長裁量経費

花里孝幸:教育研究改革･改善プロジェクト経費(代表者:新規) ｢信州大学山地水環

境教育研究センター　第4回･第5回公開講演会｣　400千円

3-3.委任経理金

花里孝幸:奨学寄付金(財)地球･人間フォーラム　　3,600千円

3-4.共同研究費

花里孝幸(分担者),柳町晴美(分担者),宮原裕一(分担者) :日本学術振興会､科学研究

費補助金(基盤研究A(2)) (研究代表者:戸田任重(信州大学･教授)) ｢諏訪湖･天

竜川水系の物質循環､水循環とマネーフローからの研究｣

花里孝幸(分担者) :トヨタ財団(研究代表者:宋　祥甫(中国上海市農業科学院･教授))

｢ファイトレメディェ-ションを活用した富栄養化水域の浄化に関する研究一太湖

水系における農業由来排水の処理モデルおよびアオコ発生抑制モデルの構築-｣

3-5.その他

宮原裕一(代表者) :河川環境管理財団｢諏訪湖における多環芳香族炭化水素類の収支

に関する研究｣河川環境管理財団:河川整備基金助成金980千円　助成番号16-1-

①-13号　2004年6月から2005年5月
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Ⅲセンター活動記録

1.センター活動日誌

表1.センター日誌

年 佇糴?｢�事項 

2004 釘��スタッフミーティング 

4/28 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

4/30 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985闔ｨﾊHｸi_�ﾙ��c8ﾘiJﾘﾗ2�

5/16 ��ｩdｸﾌ�6�888ｨ6X4(4X4��ｸ4�,�5ｨ985��ｸ5�5�6(7B隗y�h*ｨ�����

6/1 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5���9Jﾘﾗ2�

6/4 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

6/28 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ戊�8効醜橙�

6/28 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

7/1 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5���IJﾘﾗ2�

7/17 �5ｨ985籀自Lｨﾏh､｢亥����)o�3�kﾂ��

7/17 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

7/24 ��cH���ﾘ�)�Xｧx�)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸﾏh､ｨﾗX�橙��c8��ﾌ顰��"�化シンポジウム(山地水環境教育研究センターと長野県建設事務所との共 

催)を諏訪市ホテル紅やにおいて開催(参加人数約60名) 

8/30 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

9/4-9/5 �.h-ﾘ*ｨ*h.ｩ�ｩdｸﾌ�-8.ｨ*�*(-ﾈ,(.�,�5ｨ985��ｸ5�5�6(7B隗y�h*ｨ�����

10/12 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

10/15 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5���YJﾘﾗ2�

10/20 �5ｨ985闔ｩ?�8bﾘ5���iJﾘﾗ2�

ll/13 ��cX���ﾘ�)�Xｧx�)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸﾏh､ｨﾗX�橙亥)&��Xｬ(ｺｸｻ2�育研究センターと放送大学長野学習センターとの共催)を諏訪市駅前市民 

会館において開催(参加人数約150名) 

ll/22 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

12/2 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ戊�8効醜橙�

12/2 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

2005 ���ﾂ�スタッフミーティング 

1/25 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5���yJﾘﾗ2�

2/9 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

2/28 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��
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3/10 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

3/16 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

E-mailで行なったスタッフミーティングは記載されていない.

2.マスコミ-の掲載

表2.センター関連新聞記事一覧

年 佇�?｢�新聞社 亢ﾈ馼5�486x8ｲ�

2004 釘��B�市民新聞 ��l��(�(4�4�8h5�8ｨ4ｨ,�-ﾈ+ﾘ+ﾘ-��xﾚ�ﾈ飫ﾈ,�,價ﾙ�h78�ｲ�
ク? 

5/17 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖チャリティーウオーク親子連れ環境意識高める 長野日報 �6�888ｨ6X4(�ｸ4X4��ｸ4靂餃運�*(,H�(嶌-h輊*"�

市民新聞 ��c�X��6�8H8ｨ6�42ﾘ4X4��ｸ4�(-ﾘ/�,�,ﾉ�ｩdｸﾌ鶫^�*(,Hﾖﾈ*b�
よう｣ 

6/18 �+ynﾉ?ｩ_��国際ソロプチミスト諏訪認証18周年記念式典 
市民新聞 俛�ﾝｸ5ﾈ8ﾘ7h6�7�5�6y�ｩdｸｴﾉD��5H��ﾈｾ�,�,x,ﾉ��.h.��
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信州大学山地水環境教育研究センターニュース

5月 16日(冒)｢諏訪湖チャリティーウオーク｣が開催されました

これは､諏訪湖岸を約2時間半かけて歩いて半周し､諏訪湖の環境について学び考えるという

イベントです｡全国語学教育学会信州支部と諏訪環境まちづくり懇談会が主催し当センターが協

力しているもので､1990年より毎年開催されており､今回で 15回目となりました｡ウオーキン

グでは当センターの教員や学生が説明役を務め､歩きながら諏訪湖の環境の解説をしました｡今

回はあいにくの雨となってしまいましたが､それでも小学生を中心に70名を超える参加者があり､

当センターのスタッフの説明に聞き入っていました｡

雨の中の開会式

センター教員や学生の説明を聞きな

がらのウオーキング

開会式で挨拶するセンター教員

ウオーキングのゴール地点の釜口水

門管理棟内の会議場｡ここで昼食を

とった後にフォーラムが開催されたC

信濃毎日新聞

5/17

今後の活動予定

7月 17日(土) センター一般公開
7月24日(土) 第4回信州大学山地水環境教育研究センター公開講演会/第3回湖沼浄化シンポジウム(当センター
と長野県建設事務所との共催)
8月 2日(月)～ 7日(土) 公開臨湖実習 (全国国立大学理学系臨海 ･臨湖実験所 ･センター所長会議主催)

8月28日(土)～31日(火) 共通教育 ｢諏訪湖ゼミ｣

9月 4日(土)～5日(日) 諏訪湖浄化促進イベント よみがえれ諏訪湖ふれあい祭り2004(長野県経営者協会､
長野県環境保全協会､諏訪圏域青年会議所 ･長野県､諏訪圏域市町村等 ･山地水環境教育研究センター共催)



平成16年3月に､工学系研究科博士後期課程1名､前期課程3名､理学部生7

名が当センターを巣立ちました｡修了生及び卒業生の論文名を紹介します｡

信州大学大学院工学系研究科地球環境システム科学専攻博士論文

佐久間　昌孝:湖沼水草帯における水草付着性枝角類の生態学的研究

信州大学大学院工学系研究科地球生物圏科学専攻修士論文

高橋　宏和:様々な環境条件下における異なった生活史段階のミジンコの殺虫剤耐性の推定

戸田　智子:白樺湖に生息する水草付着性枝角類シダSida crystallinaの生活史特性と個体群動態,および遊泳･付着行動の

解析

藤原　好:低温が枝角類Daphnia個体および個体群動態に及ぼす影響の解析

信州大学理学部物質循環学科卒業論文

笠井　あずさ:諏訪湖におけるCopepodaの群集組成の季節変動とその解明

上沢　春香:毛糸を用いた大気汚染の簡易モニタリング

牛原　阿海:固相抽出法を用いたウロピリンの分析方法の開発と応用

笠井　由香:諏訪地域におけるビスフェノールAの環境動態

角田　紗代子:河川水中の農薬モニタリングとその毒性評価に関する研究

松崎　慎一郎:Daphniaの日周期鉛直移動が湖沼の物質循環に与える影響

信州大学理学部生物科学科卒業論文
陸水学会甲信越支部会に参加した学生たち

坂本　正樹:小型枝角類Bosmina属で見られる捕食防御機構とそれを撹乱する農薬の作用の解明

信州大学山地水環境教育研究センター研究報告第2号､第3号を発行しました

研究報告第2号は､ 2002年7月11 - 14日に諏訪市で開催された第11回国際河川湖沼環境シン

ポジウム[1 1th lnternatonal Symposium on River and Lake Environments (ISRLE2002)]の論文集で

す｡シンポジウムで発表された102題のうち25題の論文(英文)を掲載しています｡

研究報告第3号は､水環境保全部門の研究報告と､木崎湖の1981 - 2002年の21年間の定期観

測データを載せています｡

研究報告の目次は当センターのホームページでご覧になれます｡また､第3号の一部の報告もpdf

ファイルにして掲載しています｡

3号目次
rSSN 1348-7812

信州大学

山地水環境鞍膏研究センター
研究報告
第2号

R舶ぬrBh Report of th8

RESEARCH AND EDUCAT10N CENTER FOR

INLANDVVATER ENVIRONMENT

SH暮NSHU UNNERSITY

N02

Fd)ruBry 2004

lSSN 134畠･7612

信州大学
山地水環境教育研究センター

研究報告
第3号

R棚Ch R¢po八〇日ho

RESEARCH AND EDUCATION CENTER FOR

INLANDWATER ENVJRONMENT

SHINSHU UNIVERSITY
No.3
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山地水環境教育研究センタ-一般公開のお知らせ

山地水環境教育研究センターでは恒例の施設の一般公開を下記の要領で開催し

ます｡当日は､小学生から大人までを対象にして､諏訪湖など湖沼における生

態系や有害化学物質の解説､湖の生き物や水質の変化に関する展示を行います｡

また､大学院生による研究発表会も開催します｡諏訪湖や水環境に興味のある

方々のご来場をお待ちします｡

平成16年度信州大学山地水環境教育研究センター一般公開

日時:2004年7月17日(土)

場所:信州大学山地水環境教育研究センター(諏訪市湖岸通り　5-2-4)

[展示と解説] 10:00-16:00

[研究発表会] 13:00- 15:00

発表タイトル

高橋　宏和:ミジンコの毒性物質に対する耐性の変化

池中　良徳:湖沼生物が持つ有害汚染物質浄化作用

犬塚　良平:ミジンコの体の形が変わる物質について

河　　鎮龍:白樺湖の水質と動物プランクトンの変化

坂本　正樹:二セゾウミジンコの形態変化について

森　　　浩:フタル酸プチルベンジルの毒性評価

2003年一般公開の様子



山地水環境教薗研究セン夢-第4回公開講演会の

お知らせ
山地水環境教育研究センターでは第4回公開講演会を開催します｡この講演会は､長

野県諏訪建設事務所と共催です｡講演では､中国の研究者に水質浄化の事例を紹介して

いただきます｡お二人の講演者は日本での留学経験があり､流暢な日本語でお話くださ

います｡多数の方々の参加をお待ちしています｡

講演者と演題

宋　祥甫　　　　　(上海市農業科学院環境科学研究所　教授)

『浮床植物を活用した水圏生態系の修復』

浮床植物とは無土水面栽培法によって栽培した植物(陸生植物と抽水植物)のこと
である｡無土水面栽培法は湖沼､河川などの内陸水域の水面に筏を浮かべ､その浮力
を利用して植物の根は水中､地上部は筏上で生育させる植物の栽培方法である｡講演
では､無土水面栽培法の方法の解説と､これによって水質浄化に成功した中国での実

例を紹介する｡

郷　国燕　　　　　　(上海市農業科学院環境科学研究所　助教授)

『浮床栽培による陸生植物の生産および水質の浄化』

無土水面栽培法で栽培した稲やカンナなど陸生植物の生長特性などを調べた｡これ
らの植物は陸上栽培よりも生長がよく､また病害虫による被害が少なかった｡このこ
とから､無土水面栽培法は､陸上栽培よりも高い収量が得ることができ､かつ水質浄
化の効果もあり､実用性の高い方法であることがわかった｡

長野県諏訪建設事務所

『現在､計画している水辺整備(岡谷市～下諏訪町)の住民説明』
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信州大学山地水環境教育研究センターニュース

信州大学 山地水環境 教育研究センター
ResearchandEducationCenterForlnlandwaterEnvironment

〒392-0027長野県 諏訪市 湖岸通り5-2-4
TEL.0266-52-1955

5-2-4Kogandori,Suwa392-0027,Japan

http://www.water.shinshu-u.ac.Jp

山地水環境教育研究センター一般公開を行いました｡

センターの一般公開は今や7月の恒例行事となっています｡今年は7月 17日(土)に､当センター在
籍学生が中心となり､湖沼の生態系や有害化学物質汚染についての解説を行いました｡また､研究成
果発表会を開き､大学院生が日頃の研究成果を市民にわかりやすく説明しました｡当日は約70名の市
民が訪れ､興味深く展示に見入り､解説に耳を傾けていました｡
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山地水環境教育研究センター第4回公開講演会を開催しました｡

7月24日に諏訪市において､山地水環境教育研究センターと長野県諏訪建設事務所が共同で､
｢山地水環境教育研究センター第4回公開講演会 ･第3回湖沼浄化シンポジウムin諏訪｣を開
催しました｡前半の公開講演会では､上海市農業科学院環境科学研究所の宋祥甫先生と郷国
燕先生をお招きし､湖水面で陸上植物を大々的に浮床栽培することで､水質浄化を図ってい
る事例を紹介していただきました｡後半は､長野県諏訪建設事務所の担当者により､諏訪湖
で現在進められている水辺整備事業の､今後の計画について説明がなされました｡
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浮床植物を活用した水圏生態系

の修復

宋 祥甫 (中国上海市農業科学

院環境科学研究所 教授)

浮床植物とは無土水面栽培法に

よる栽培した植物 (陸生植物と

抽水植物を含む)のことである｡

無土水面栽培法は湖沼､河川な

どの内陸水域の水面に筏を浮か

べ､その浮力を利用して植物の

根は水中､地上部は筏上で生育

させる植物無土栽培法である｡これでは､浮床植物に

富栄養化した水域の栄養塩を吸収させ､植物により生

産された有機物を容易に水系外に搬出できるので､効

率よく水系から栄養塩を除去できる｡また､この方法

を用いると､植物栽培を水域の水深が浅い周辺部の限

られた場所だけでなく､中央部や水深が深い場所の水

面でも自由にできるので､広い面積を使って水質浄化

を効率よく進めることができるのも利点である｡

信濃毎日新聞 7/25

浮床栽培による陸生植物の生

産および水質の浄化

郷 国燕 (中国上海市農業科学

院環境科学研究所 助教授)

浮床植物栽培法では水稲を始

めの陸生植物を内陸水域の水

面に栽培することが可能であ

るO今まで既に供言式した湖､ダム湖､河川､運河

の湾､溜池､養魚池などの水域で栽培し､120以

上の陸生植物種類および品種が順調な生育をみせ

た｡水稲を浮床で栽培したときには､水田水稲に

劣らない収量を得ることが実証された｡また､シュ

ロガヤツリとカンナでは､バイオマスで陸地栽

培より30%以上の増収が得られた｡次に､浮床

陸生植物による水質浄化の可能性と有効性を､水

稲､麦､カンナおよびとシュロヤガツリを用いて

検討した｡その結果､この方法が河川の汚染及び

富栄養化湖沼の水質浄化に対して高い効果が得ら

れた｡

諏訪湖t事事務所による水辺整備事業の解説
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｢よ み が え れ 諏 訪 湖 ふれあいまつり2004｣を開催しました

山地水環境教育研究センターは､長野県 (諏訪地方事務所 ･諏訪

建設事務所)､経営者協会､青年会議所などとのlIIi洞 で､9)i5

日(FI)に ｢よみがえれ諏訪湖 ふれあいまつり2004｣を開催
しました山これは､Tfi民の言細訪湖浄化に対する意識を高めるため

に晦年行っている産学官共催の行事で､今年で4回日になります

Oこの催しでは､市矧司体､企業､学校､長野県の研究機関等が

日頃行っている環境保全のための活動や研究内容についての発表

会が行われ､またパネル等を用いた展示 ･解説のコーナーも設け

られました.山地水環境教育研究センターからは大学院生が発表

会に参加IL､El頃の研究成果を報告しましたOまた､展示コーナ

ーでは､諏訪湖に生息する生き物の展示 ･解説を行いました｡さ

らに､諏訪湖ウオーク&水上エコ教室では､当センターのスタッ

フが諏訪湖の解説役になって市民と共に諏訪湖畔を歩いた後に遊

覧船に乗り､湖上でのプランクトンの採集と顕微鏡観察の指導を

行いましたo当日はあいにくのl耐こなり､参加者数は例年よりも

少なくなりました

が､それだけに参

加者にとっては密

度の濃い勉強､体

験ができたように

思われますO

ふれあい祭りを伝える新聞記事 市民新聞9/6

雨の中を歩きました｡

顕微鏡映像を映したモニターを使ってプランク

トンの説明をするセンター教員

頭のとんがるミジンコ

の観察もしました プランクトンの採集方法を説明

するセンターの大学院生



山地水環境教育研究センターでは､夏休み中に様々な実習を行いました｡

8月2-7日　公開臨湖実習　　　　　　　　　　　　　　　山地水環境教育研究センターはこの他にも､

8月17- 18日　放送大学環境科学実習　　　　　　　　　信州大学理学部､新潟大学､東邦大学な

8月28-31日　共通教育課程､主題別ゼミ｢諏訪湖ゼミ｣　　どの実習にも利用されました｡

9月2-3日　長野県総合教育センター環境教育研修

公開臨湖実習:これは臨海臨湖実験所長会議が主催し､単位互換協

定のある大学間で希望する学生を受け入れて行っている実習です｡公

開実習に参加している多くの組織は臨海実験所で､臨湖実験所は二ヶ

所だけです｡その二ヶ所のうちの一つが当センターです｡そのため､

当センターが行う富栄養湖を用いた湖沼生態学実習は大変ユニークな

ものとなっています｡今年は､東京海洋大学､お茶の水女子大学､筑

波大学､そして信州大学工学部からの参加がありました｡

主題別ゼミ｢諏訪湖ゼミ｣ :集中で行って

います｡荒天のため湖上観察がほとんど

できなかったのですが､ ｢諏訪湖ウオーク｣

では､湖岸工事等の現状を見て周りました｡

今後の諏訪湖周辺整備の方向を考える良い

機会になりました｡

信州大学山地水環境教育研究センター第5回公開講演会

平成16年度放送大学長野学習センター公開講演会のお知らせ

山地水環境教育研究センターは､放送大学長野学習センターと共同で､講演会
を開催します｡

日時:2004年11月13日(土) 13:30′-16:00

場所:諏訪市駅前市民会館(諏訪ブラザビル4階)

講演1. ｢生態系制御による水質浄化｣

花里孝幸(信州大学山地水環境教育研究センター長)

講演2. ｢21世紀の水環境を考える｣

丹保憲仁(放送大学長;前北海道大学総長)

入場は無料､事前申し込みも不要です｡お気軽にお越しください｡
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信州大学山地水環境教育研究センター

第 5回公開講演会を開催しました｡
山地水環境教育研究センターは放送大学長野学習センタ-(諏訪市 )と共同で､平成 16年 日月13日

(土)に ｢山地水環境教育研究センター第5回公開講演会 ･放送大学長野学習センター平成 16年度公

開講演会｣を諏訪市駅前市民会館で開催しました｡講演会のテーマを ｢水環境保全の新たな展開｣とし､

山地水環境教育研究センター長の花里孝幸氏と放送大学長の丹保憲仁氏が､それぞれ ｢生態系制御

による水質浄化｣と ｢21世紀の水環境を考える｣と題した講演を行いました｡当日の聴衆は150名を超

え､諏訪地域の市民や放送大学生を中心に､遠くは上田市からの参加者も加わって盛会となりました｡

講演に先立ち､紹介を受ける花里センター長

花里センター長は､長野県白樺湖において山地

水環境教育研究センターが中心となって行ってい

る新たな水質浄化の試み ｢バイオマニピュレーショ

ン(人為的な生態系制御による水質浄化 )｣を紹

介し､2004年に湖の透明度が著しく上昇し､実

験の成果が現れ始めたことを報告しました｡一方､

丹保学長は､水環境を保全するにはグローバル

な水の動きを考えることが必要であるとし､それに

は水の蒸発や降水などの自然現象に伴う水の動

きだけでなく､人間の経済活動による農産物の輸

出入に伴う国際的な水の動きも考慮しなければな

らないことを説きました｡

講演会開催を伝える新聞記事

信濃毎日(2004年 11月 14日)

壇 ヒの丹保憲仁先生



最近の話題

11月27日から28日に小諸市布引温泉で開催された

第30回日本陸水学会甲信越支部会に参加しました｡

センター教員､学生の全てが参加し､研究発表を行いました｡支部会

事務局(山地水環境教育研究センター内)に､会報の残部があります

ので､ご希望の方は事務局(sanchi@gipac.shinshu-u.ac.jp)へご連絡

下さい｡ (実費1000円､送料別)

宮原助教授が､放送大学長野学習センター

第7回土曜サロンにおいて､ ｢環境ホルモ

ンと諏訪湖一私たちの生活とのかかわりを

考える-｣と遷し公演を汚いましたo
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要旨

現代の私たちの生活は､多種多様な化学物質に囲まれ営

まれています｡人類が作り出した化学物質は､私たちの生

活を快適･便利にしてくれていますが､一方で､私たちヒ

トや生態系にとって有害な作用が懸念されている物質もた

くさんあります｡放送大学･土曜サロンにおいて､ヒトや

生物の健康に関与する有害化学物質をどのように考えるか､

どのように扱うべきかについて､以下の順で｢環境ホルモン｣

を例として､身近な諏訪湖の実態に触れながら､お話します｡

1.環境ホルモンとは(その作用機構､リスク評価の方法)

2.諏訪湖の環境ホルモン汚染

3.ダイオキシン類とは(種類､発生源､耐容一日摂取量)

4.諏訪湖のダイオキシン類汚染の実態(発生源と経年変化)

5.多環芳香族炭化水素類(PAHs)とは

6.諏訪湖のPAHs汚染の実態

7.まとめ

講演の詳細は宮原助教授ににお問い合わせください｡

平成は年度(2003年度汗洲大学両地水教育研究センター年報を発行しました｡

年報には平成15年度1年間のセンターの教育活動､研究活動､社会活動等

が整理されています｡ 11名の卒業生(博士後期課程1名,博士前期課程3名,

学部生7名)の学位論文要旨､公開講演会の要旨､教員の研究業績､諏訪湖

や木崎湖の定期観測データ､実習施設としてのセンターの利用状況などが

載っています｡また､一年間に発行されたセンターニュース(No.9- 12)

やセンターに係わる新聞記事もまとめて掲載されています｡

入手ご希望の方は､当センターまでお申し出ください｡

センターの今後の予定

1.諏訪湖定期調査の開始　3月8日(火)

2.センター研究報告第4号の発行(諏訪湖･木崎湖の生物関連)

5月頃を予定



4.センター利用状況

表3-1センター日帰り利用者(1)

年 佇��ﾉ?｢�利用者(所属) �>�vR�利用者延べ人数 

2004 釘�#��信州大学理学部物質循環学科 �+(ﾛ��3 

4/23 �ｩL｢�見学 ���

4/28 �����XｧyyﾘｧyYB�調査 ���

5/6 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

5/16 �ｩL｢�6�888ｨ6X4(�ｸ4X4��ｸ4竰�見学 都R�

5/17 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

5/19 侈(�)(hｧxﾕｨ�8ｧy{xﾗ2�総合学習 唐�

5/21 �冖�(hｧxﾕ｢�総合学習 迭�

5/21 �ﾙ�ﾈｬ(ｺｸﾞ�&2�会議 ��r�

6/1 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

6/1 ��9X8ﾕﾙ(hｧxﾕ｢�総合学習 途�

6/1-8 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYH咎w��iZ逢x怩�調査 ��"�

6/9-13 �7H5x6X8ﾈ7"�調査 ����

6/15 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

6/16 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 途�

6/17 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 途�

6/30 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

7/2 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

7/2-4 ��Xｬ(ｺｸｧx檠�ｩdｸﾌ靆H�8橙�セミナー �2�

7/3-4 ��Xｬ(ｺｸｧx檠�ｩdｸﾌ靆H�8橙�セミナー 鼎��

7/3～4 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYH咎w��iZ逢x怩�調査 �"�

7/13 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

7/17 �5ｨ985��ｸ自Lｨﾏh､｢�見学 鉄��

7/22～30 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYH咎w��iZ逢x怩�調査 免ﾂ�

7/23 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

7/27 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

7/29 丼�,8*ﾘ.移y&ｸ橙�会議 ����

7/30 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

8/2-5 亊異�ｩ亥)�Xｧr�調査 釘�

8/4 �?�wHﾘ(ﾕ｢�見学 �2�

8/6 �ｩL｢�質問 �2�

8/6 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

8/24 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�
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表3-2.センター日帰り利用者(2)

辛 佇��ﾉ?｢�利用者(所属) �>�vR�利用者延べ人数 

2004 湯�#r�信州大学理学部物質循環学科 �+(ﾛ��2 

10/4 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10′5 ��仍��Xｧy�i|ﾈ司���ﾈ怦ｧxﾊHｸh怩�調査 ���

10/15 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10/25 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10/21-29 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYH咎w��iZ逢x怩�調査 湯�

10′29 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

ll/2 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

ll/22 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

ll/24 �+ynﾈﾊy┼:ﾘｮ顏�ｺh檠��ﾘx橙�調査 ���

ll/25 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

12/2 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

12/3 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

12/4 �ｩL｢�セミナー ����

12/12 佰h･�ｵｨ��5ｨ985��ｲ�分析 ���

12/18 �5(�ｸ7i+ynﾂ�セミナー 澱�

木崎湖ステーション利用者

年 佇�?｢�利用者 �>�vR�利用者数 

2004 釘��B�信州大学理学部物質循環学科 們���4 

7/9-10 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 �2�

7/10 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 �3��

8/5-6 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 澱�

9/16 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 釘�

9′20 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10/15 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 �2�

ll/14 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

12/4 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 �2�

12′16 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

2005 ����信州大学理学部物質循環学科 �+(ﾛ��3 

計 � ��65 
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表5.センター日帰り利用者内訳

調査,分析 們���5ｨ7�6��見学.質問,会 請 ��ﾘﾘxｧx��合計 

学内 �(ｧyYCsR�1学部14 乂yYBﾒ�- 塔��

学外 妬&9�ﾃ���5団体59 度ｮ#�S��小学校 0校 �#Sb�
中学校220 校 

延べ人数 涛2�73 ��S��20 �3CR�

表8.学生実習などセンター宿泊利用者

年 佇�?｢�利用者 �>�vR�延べ宿泊者数 

2004 迭�8�ｹfﾗﾓb��東京大学理学部地学科 們���50 

6/5-6 ��ﾘ�)�Xｧxﾆ��yYB�ゼミ �#B�

6/9-ll ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 ��R�

6/17.-18 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 ����

6/28-7/2 �8ﾉdﾙ�XｧyyﾘｧyYI�iZ逢x怦t��実習 鉄R�

7/2-6 �8ﾉdﾙ�XｧyyﾘｧyYI�iZ逢x怦t��実習 鉄R�

7/20一-24 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 �#��

7/26-30 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 �#��

7/30-8/4 ��hｨ9�Xｧxｻ8支ｧyYB�実習 涛��

8/2-7 佰h､ｩ}Xﾌ韲���実習 �3b�

8/17-18 兩ｩ�y�Xｧr�実習 �#��

8/17-22 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 �3��

8/23-27 �8ﾉdﾙ�XｧyyﾘｧyYI�iZ逢x怩�実習 鉄R�

8/23-24 �8ﾉfｹ�XｧyyﾘｧyYB�実習 唐�

8/28-31 ��ﾘ�)�Xｧy�ｩdｸﾌ�5ｸ7��実習 塔��

9/2-3 �+ynﾈﾊxｻ8支5ｨ985��ｲ�実習 �#b�

9/13～15 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 �����

9/20一一26 �8ﾈｹ��Xｧy�i|ﾈ司���ﾈ怦ｧxﾊHｸh怩�調査 �#r�

9/27-29 �����Xｧxﾔ逢yYB�調査 �#��

10/25-28 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 鼎B�

ll/19-23 �8ﾈｹ��Xｧy�i|ﾈ司���ﾈ怦ｧxﾊHｸh怩�調査 湯�

12/7-8 �8ﾈｹ��Xｧy�i|ﾈ司���ﾈ怦ｧxﾊHｸh怩�調査 �"�

-55-



表7.センター利用者数

(延べ人数)

調査t分析 剋ﾀ習.セミ ナー 剏ｩ学.質問. 会議 剔麹㈱w習 剄㈹v 剔麹� 計 

年月 偬迂���"�日 棉 偬迂���"�日 棉 偬迂���"�日帰 偬迂���"�日帰 偬迂���"�日帰 

2004年4月 ���4 ���0 ���1 ���0 ���5 迭�

5月 ���2 鉄��0 ���92 ���13 鉄��107 ��Sr�

6月 ���25 ���B�14 ���0 ���7 ���B�46 ��S��

7月 鼎��19 鉄R�43 ���60 ���0 涛R�122 �#�r�

8月 �3��9 �#途�0 ���6 ���0 �3#r�15 �3C"�

9月 鼎��2 ��3B�0 ���0 ���0 ���"�2 ��ィ��

10月 鼎B�24 ���0 ���0 ���0 鼎B�24 田��

11月 湯�5 ���0 ���0 ���0 湯�5 ��B�

12月 �"�3 ���16 ���0 ���0 �"�19 �#��

2005年一月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

2月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

3月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

合計 ��s2�93 田C��73 ���ー59 ���20 塔�2�345 ���S��
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5.在籍者一覧

専任職員

陸水生態系部門:教授　花里　孝幸(センター長)　　助手　山本　雅道

水環境保全部門:教授　柳町　晴美　　助教授　宮原　裕一

技　　　　　官:　′｣､河原　誠

客　員　教　授:　白石　寛明

日本学術振興会特別研究員:　張　光弦

信州大学　大学院　工学系研究科

博士後期課程　2年　永田　貴九､ 1年　高橋　宏和

博士前期課程　2年　地中　良徳,大塚　良平､河　鎮龍､1年　坂本　正樹､森　浩

信州大学　理学部

物質循環学科　4年:石橋　諭､佐藤　祐樹､斎藤　玲子
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Ⅳ各種規定

信州大学山地水環境教育研究センター規程

(平成13年3月23日信州大学規程第364号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学学則(平成7年3月15日信州大学規程第261号)第10条

第2項の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢センター｣という.)

の組織及び運営に関し必要な事項を定める.

(目　的)

第2条　センターは,学内共同教育研究施設として,湖沼及び河川を中心に集水域までを

含めた総合的な山地水環境保全に関する自然科学及び社会科学からの教育研究を行い,も

って信州大学(以下｢本学｣という.)の教育及び研究の進展に寄与するとともに,地域の

振興に資することを目的とする.

(業　務)

第3条　センターは,前条の目的を達成するため,次の各号に掲げる業務を行う.
一　山地水環境保全に係る学生の教育及び実習並びに研究指導等に関すること.

二　山地水環境保全に係る問題発生メカニズムの解明及び問題解決手法の開発等に係る

研究の推進に関すること.

三　地域における環境教育の推進に関すること.

四　その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること.

(組　織)

第4条　センターに,次の各号に掲げる職員を置く.

一　山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という.)

二　専任教官

三　その他必要な職員

(部　門)

第5条　センターに,次の各号に掲げる部門を置く.

-　陸水生態系部門

二　水環境保全部門

(観測所)

第6条　センターに,木崎湖観測所(以下｢観測所｣という.)を置く.

2　観測所に関し必要な事項は,別に定める.

(管理委員会)

第7条　センターの管理運営に関する重要事項の審議は,信州大学学内共同教育研究施設

等管理委員会(以下｢管理委員会｣という.)において行う.
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(運営委員会)

第8条　センターの運営に関する事項を審議するため,信州大学山地水環境教育研究セン

ター運営委員会(以下｢運営委員会｣という.)を置く.

2　運営委員会に関し必要な事項は,別に定める.

(センター長)

第9条　センター長は,センターの業務を掌理し,所属職員を監督する.

2　センター長の任期は, 2年とし,再任を妨げない.

3　センター長の選考に関し必要な事項は,別に定める.

(客員教授等)

第10条　センターに,客員教授及び客員助教授(以下｢客員教授等｣という.)を置くこ

とができる.

2　客員教授等の任期は, 1年以内とし,再任を妨げない.

3　客員教授等の選考は,信州大学客員教授等選考基準(昭和53年5月17日信州大学規

程第154号)の定めるところによる,

(事　務)

第11条　センターの事務は,理学部事務部において処理する.

(雑　則)

第12条　この規程に定めるもののほか,センターの組織及び運営に関し必要な事項は,管

理委員会の議を経て,学長が定める.

附　則

1　この規程は,平成13年4月1日から施行する.

2　信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所規程(昭和42年1月18日信州大学規程第81号)

は,廃止する.

附　則(平成14年9月19日規程第19号)

1　この規程は,平成14年10月1日から施行する.

2　この規程による改正後の規定にかかわらず,信州大学医療技術短期大学部が存続する

間,なお従前の例による.
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信州大学山地水環境教育研究センター運営委員会規程

(平成13年3月23日信州大学規程第365号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学山地水環境教育研究センター規程(平成13年3月23日信

州大学規程第364号)第8条第2項の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センタ

ー運営委員会(以下｢運営委員会｣という.)の組織及び運営に関し必要な事項を定める.

(審議事項)

第2条　運営委員会は,次の各号に掲げる事項を審議する.

-　信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢センター｣という.)の運営に関する

こと.

二　センターの事業計画に関すること.

三　センターの予算及び決算に関すること.

四　その他センターの運営に関し必要な事項

(組　織)

第3条　運営委員会は,次の各号に掲げる委員をもって組織する.

一　山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という.)

二　各学部(医学部にあっては医学研究科を,農学部にあっては農学研究科を含む.)か

ら選出された教官各1人

三　センターの専任教官

四　総務部長,経理部長,学生部長及び施設部長

五　その他運営委員会が必要と認める者

2　前項第2号に規定する委員の任期は, 2年とし,再任を妨げない.

3　第1項第2号に規定する委員に欠員を生じた場合の後任の委員の任期は,前任者の残

任期間とする.

(委員長)

第4条　運営委員会に委員長を置き,センター長をもって充てる.

2　委員長は,運営委員会を招集し,その議長となる.

3　委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名した委員が,その職務を代行す

る.

(議　事)

第5条　運営委員会は,委員の3分の2以上の出席がなければ,議事を開くことができな

い.

2　運営委員会の議事は,出席委員の過半数をもって決し,可否同数のときは,議長の決

するところによる.

(委員以外の者の出席)
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第6条　運営委員会が必要と認めたときは,運営委員会に委員以外の者の出席を求め,そ

の意見を聴くことができる.

(専門委員会)

第7条　運営委員会に,センターの運営に関する専門的事項を審議するため,必要に応じ,

専門委員会を置くことができる.

2　専門委員会に関し必要な事項は,運営委員会が別に定める.

(庶　務)

第8条　運営委員会の庶務は,理学部事務部において処理する.

(雑　則)

第9条　この規程に定めるもののほか,運営委員会の運営に関し必要な事項は,別に定め

る.

附　則

この規程は,平成13年4月1日から施行する.

附　則(平成14年9月19日規程第20号)

この規程は,平成14年10月1日から施行する.

平成16年度　山地水環境教育研究センター運営委員会委員名簿(平成16年4月1日現在)

1)センター長

2)センター(専任教官)

3)センター(専任教官)

4)センター(専任教官)

5)人文学部

6)教育学部

7)経済学部

8)理学部

9)医学部

10)工学部

ll)農学部

12)繊維学部

13)医療技術短期大学部

14)総務部長

15)財務部長

16)学生部長

17)施設部長

夫

幸　美一道　　一志　士　　之　　忠　星　明　　　　清孝　晴　裕　雅　亨　隆　高　富　博　克　曜　信　昌　和　孝　肇　7里　町　原本　保　辺　才　文　勢縄　原　本　　口　玉　部藤花　柳　宮　山　久　漢　音　公　能　藤　北　中　高　原　児　服　須
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信州大学山地水環境教育研究センター利用規程

(平成13年3月23日信州大学規程第369号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学山地水環境教育研究センター規程(平成13年3月23日信

州大学規程第364号)第12条の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以

下｢センター｣という.)の利用に関し必要な事項を定める.

(利用者の資格)

第2条　センターを利用することができる者は,次の各号に掲げる者とする.

-　信州大学(以下｢本学｣という.)の職員

二　本学の学生

三　その他山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という.)が適当と認めた

者

(利用の範囲)

第3条　センターは,次の各号に掲げる場合に限り,利用することができるものとする.

-　学術研究を目的とするとき.

二　学生に対する教育及び実習並びに研究指導を目的とするとき.

三　地域に対する環境教育を目的とするとき.

四　その他センター長が必要と認めたとき.

(利用の申請)

第4条　センターを利用しようとする者は,所定の利用申請書をセンター長に提出し,承

認を得なければならない.

2　前項に規定する申請は,教育研究等に責任を有する本学の教官を利用責任者として届

け出るものとする.ただし,第2条第3号に該当する者にあっては,代表者を利用責任者

とすることができる.

(利用の承認)

第5条　センター長は,前条の利用申請が適当であると認めたときは,これを承認し,刺

用責任者に利用承認書を交付する.

(利用の変更)

第6条　利用責任者は,利用申請書の記載事項を変更する必要が生じた場合には,センタ

ー長に届け出て,改めて承認を得なければならない.

2　前項の変更の承認については,前条の規定を準用する.

(利用者の遵守事項)

第7条　利用者は,利用にあたり施設設備を良好な状態に保つよう努めるとともに,セン

ター長の指示に従わなければならない.

(報　告)
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第8粂　利用責任者は,センターの利用を終了又は中止したときは,速やかにその旨をセ

ンター長に報告しなければならない.

(使用料)

第9条　利用者は,別に定める使用料を納付しなければならない.

2　前項の使用料は,前納し,既納の使用料は,返還しない.

3　第1項の規定にかかわらず,信州大学山地水環境教育研究センター運営委員会(以下

｢運営委員会｣という.)が特に必要と認めるときは,利用に係る経費の負担を免除するこ

とができる.

(利用承認の取消し)

第10条　センター長は,次の各号の一に該当するときは,利用者の利用承認を取り消し,

又は利用を中止させることができる.

-　利用承認申請書に虚偽の記載があったとき.

二　利用者が第7条の規定に違反したとき.

三　センターの管理運営上重大な支障を生じさせたとき.

四　その他利用させることが不適当と認めたとき.

(損害賠償)

第11条　利用者が,故意又は過失により設備等を破損,滅失又は汚損したときは,速やか

にセンター長に届け出るとともに,これを原状に回復し,又はその損害を賠償しなければ

ならない,

(雑　則)

第12粂　この規程に定めるもののほか,センターの利用に関し必要な事項は,運営委員会

の議を経て,センター長が別に定める.

附　則

この規程は,平成13年4月1日から施行する.

附　則(平成14年9月19日規程第29号)

1　この規程は,平成14年10月1日から施行する.

2　この規程による改正後の規定にかかわらず,信州大学医療技術短期大学部が存続する

間,なお従前の例による.
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信州大学山地水環境教育研究センター放射線障害予防規定

(平成13年6月21日信州大学規程第378号)

目次

第1章　総　則(第1条～第3条)

第2章　組織及び職務(第4条～第8条)

第3章　機器設置施設等の維持･管理(第9条･第10条)

第4章　使用等(第11条～第15条)

第5章　危険時の措置等(第16条･第17条)

第6章　記帳及び保存(第18条)

第7章　報　告(第19条･第20条)

附則

第1章　総　則

(目　的)

第1条　この規定は,放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律(昭和32年

法律第167号,以下｢法｣という.)及び人事院規則10-5 (職員の放射線障害の防止)

の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢事業所｣という.)にお

けるニッケル63を装備した表示付ガスクロマトグラフ用エレクトロン･キャプチャ･デ

ィテクタ(以下｢表示付ECD｣という.)の取扱い及び管理に関する事項を定め,放射

線障害の発生を防止し,あわせて公共の安全を確保することを目的とする.

(適用範囲)

第2条　この規定は,事業所の表示付ECDの取扱い及び管理に当たる者に適用する.

(遵守等の義務)

第3条　事業所において表示付ECDの取扱等業務に従事する者は,この規定及

び安全管理責任者が放射線障害の防止のために行う指示を遵守しなければならな

い.

2　事業所の長(以下｢センター長｣という.)は,安全管理責任者が法及びこの

規定に基づいて行う意見具申を尊重しなければならない,

第2章　組織及び職務

(組　織)

第4条　事業所における放射線障害の防止に関する組織は,別表1のとおりとする.

(放射線障害予防委員会)

第5条　事業所に,放射線障害予防委員会(以下｢予防委員会｣という.)を置く.

2　予防委員会は,放射線安全管理等専門部会の議により学長が定める基本方針に基づき,

事業所における放射線障害の発生の防止について企画及び審議する.
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3　予防委員会の組織及び運営については,センター長が定める.

(安全管理責任者の任命)

第6条　センター長は,放射線障害の発生の防止について管理及び監督を行わせるため,

安全管理責任者を任命しなければならない.

2　センター長は,安全管理責任者が旅行,疾病その他の理由により不在のとき,その職

務を代行させるため,安全管理責任者の代理者を任命しなければならない.

3　センター長は,安全管理責任者及び安全管理責任者の代理者を選任又は解任したとき

は,学長に報告しなければならない.

(安全管理責任者の職務)

第7条　安全管理責任者は,事業所における放射線障害の発生の防止に係る監督に関し,

次の各号に掲げる業務を行う.
-　放射線障害予防規定の制定及び改廃-の参画

二　立入検査時の立会い

三　異常及び事故の原因調査-の参画

四　センター長に対する意見の具申

五　関係者-の助喜,勧告及び指示

六　放射線安全管理等専門部会の開催要求

七　事業所の予防委員会の開催要求

八　その他放射線障害防止に関する必要事項

2　安全管理責任者は,表示付ECDの使用,保管等の管理を行う.

3　安全管理責任者は,法に基づく届出等の事務手続,その他関係官庁との連絡等事務的

事項に関する業務を行う.

(安全管理責任者の代理者の職務)

第8条　安全管理責任者の代理者は,安全管理責任者が旅行,疾病その他の理由により不

在のときは,その職務を代行しなければならない.

第3章　機器設置施設等の維持･管理

(定期点検)

第9条　安全管理責任者は,別表2の項目及び頻度について定期的に点検を行い,必要に

応じ修理等の措置を講じなければならない.

2　安全管理責任者は,前項の点検結果及び講じた措置について取りまとめ,センター長

に報告しなければならない.

3　センター長は,第1項の調査の結果,その異常が使用に重大な影響を及ぼすおそれが

あると認めたときは,学長に報告しなければならない.

(表示の有効期間の更新)

第10条　センター長は,表示付ECDの表示の有効期間を更新する必要があるときは,秦

示の有効期間の満了の日までに機構確認を受けなければならない.
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第4車　使用等

(使用)

第11条　表示付ECDを取扱う者(以下｢取扱担当者｣という.)は,安全管理責任者の

監督のもとで使用しなければならない.

2　取扱担当者は,使用中にガスクロマトグラフに故障その他の異常が発生し,又は発生

のおそれがある場合は,直ちにガスクロマトグラフの使用を中止し,その旨を安全管理

責任者に報告しなければならない.

3　取扱担当者は,表示付ECDを線源洗浄等の目的で業者に引き渡すためガスクロマト

グラフから取りはずす必要が生じたときは,安全管理責任者の承認を受けなければなら

ない.

4　安全管理責任者は,表示付ECDを購入する際は,そのECDが表示付であることを

確認しなければならない.

5　センター長は,表示付ECDの台数等を変更しようとするときは,あらかじめ学長を

経由して文部科学大臣に届け出なければならない.

(注意事項の掲示)

第12条　安全管理責任者は,機器設置施設及び表示付ECDが装着されているガスクロマ

トグラフに注意事項を掲示しなければならない.

(保　管)

第13条　安全管理責任者は,事業所2階第1実験研究室(以下｢研究室｣という.)に設

置されたガスクロマトグラフ内に,表示付ECDを保管しなければならない.

2　取扱担当者は,表示付ECDをガスクロマトグラフからみだりに取りはずしてはなら

ない.

3　安全管理責任者は,研究室を使用していない間はその出入口扉に施錠しなければなら

ない.

(運　搬)

第14条　安全管理責任者は,表示付ECDを修理,洗浄等のために運搬する必要が生じた

ときは,次の基準に従って行わなければならない.

-　表示付ECDを容器に封入し運搬の基準に適合した包装とすること.

ニ　表示付ECDを事業所外において運搬する場合は,前号のほか関係法令に定める技

術上の基準に従って必要な措置を講ずること.

(廃　棄)

第15条　安全管理責任者は,表示付ECDを廃棄する必要が生じた場合,センター長の承

認を得たうえで,廃棄業者等に引き渡さなければならない.

第5章　危険時の措置等

(危険時の措置)

第16条　安全管理責任者等は,表示付ECDに関し,地震,火災,運搬中の事故等の災害
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が起こったことにより放射線障害のおそれがある場合又は放射線障害が発生した場合に

は,直ちに延焼防止,通報,避難警告等応急の措置を講じなければならない.

2　センター長は,前項の事態が生じた場合は,直ちに警察署及び消防署に通報するとと

もに,遅滞なく学長を経由して文部科学大臣その他関係機関の長に届け出なければなら

ない.

(地震等の災害時における措置)

第17条　地震,火災等の災害が起こった場合には,別表3に定める災害時の連絡通報体制

に従い,安全管理責任者は,別表2の点検項目について点検を行い,その結果をセンタ

ー長に報告しなければならない,

第6章　記帳及び保存

(記帳及び保存)

第18条　安全管理責任者は,表示付ECDの保管,運搬,廃棄及び点検に関する記録をし

なければならない.

2　安全管理責任者は,前項に定める帳簿を各年度ごとに閉鎖し,閉鎖後5年間保存しな

ければならない.

第7章　報　告

(異常時の報告)

第19条　センター長は,表示付ECDの盗取又は所在不明等放射線障害が発生し又は発生

するおそれがあるときは,その旨を直ちに,その状況及びそれに対する処置を学長を経

由し, 10日以内に文部科学大臣に報告しなければならない.

(定期報告)

第20条　安全管理責任者は,毎年4月1日から翌年の3月31日までの期間について放射

線管理状況報告書を作成し,センター長を経由し,学長に, 5月31日までに報告しなけ

ればならない.

2　学長は,前項の報告書を, 6月30日までに文部科学大臣に提出しなければならない.

附　則

1　この規定は,平成13年6月21日から施行し,平成13年4月1日から適用する.

2　信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所放射線障害予防規程(平成8年4月25日信州大学

規程第283号)は,廃止する.
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